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「豊田市民の誓い －シンボルマーク－」 

昭和５３年３月、ふれあい豊かな地域社会づくりの目標として、市民共通の

願いを５項目に託した「豊田市民の誓い」が誕生しました。 

 以後２０余年を経過し、平成１８年３月４日に開催された豊田市制５５周年

記念式典で、「豊田市民の誓い」の新シンボルマークが発表されました。  

新シンボルマークは、市町村合併を機に、新しい市域の子どもを始め全市民

に「市民の誓い」の理念を周知啓発し、前文と本文の５項目を市民生活と結び、

実践活動の推進を図ることを目的としています。 

「豊田市の花“ひまわり”の種をモチーフに、本文の５項目を明るいラインで

表し、実践活動を通して、わたくしたち市民の手で、豊田市を未来に向かって

育て伸ばそう」という意味を表しています。 

 

◆◇◆＜表紙写真＞ 緊急消防援助隊で活躍した小型救助車◆◇◆ 

  令和 6 年 9 月 21 日から 23 日にかけて石川県能登半島で発生した「令和６年奥能
登豪雨災害」に緊急消防援助隊愛知県大隊特殊装備小隊として小型救助車を派遣しま
した。 

この小型救助車は、コンパクトながら悪路での走行力や登坂能力に優れており、土
砂災害現場や山間地での活躍が期待され、令和５年から足助消防署に配備しています。 

豊田市民の誓い 

（前文） 
わたくしたちは、七州をのぞむ美しい山河にかこまれ、

輝かしい衣の里の歴史と伝統をうけつぎながら、明日に
向かって伸びゆく豊田市の市民です。 
（本文） 
一．緑をはぐくみ、川を大切にして、豊かな自然を愛し 

ましょう。 
一．スポーツに親しみ、教養を高めて、文化の向上につ 

とめましょう。 
一．元気で働き、若い力をそだてて、幸せな家庭をつく 

りましょう。 
一．互いに助けあい、心の輪をひろげて、あたたかい町 

をつくりましょう。 
一．いのちを尊び、きまりを守って、住みよい社会をつ 

くりましょう。 



 

 

 

 

 

はじめに 
 

 

 

 この年報は、令和 7 年４月１日現在における当市の状況と令和 6 年の
当市における消防の現況及び火災等の発生状況等を統計的に収録し、今
後の消防行政の効率的な運営に役立てるとともに、当市における消防の
実態についてご理解を深めていただくことを目的として編集したもの
です。 
 なお、本書中の火災・救急・救助統計は、暦年をもって表し、予算関
係及びその他の事項については、会計年度で表しています。 
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一 目 統 計

面積
        人口
     人口密度

世帯数 署所数

918.32k㎡    415,138人
   452人/k㎡

190,271世帯 4消防署 ５分署 ７出張所

消防予算 消防職員数 救急隊/救急救命士数 消防団員数

120億2,709万円
〔市民１人あたり28,971円〕

541人
〔市民767人に1人〕

18隊 / 155人 1,779人
〔市民223人に1人〕

女性消防クラブ会員数 少年消防クラブ会員数 幼年消防クラブ会員数 高校生消防クラブ会員数

94人 18,965人 10,370人 99人

自主防災会の組織数 防火対象物● 危険物施設数● 防火危険物安全協会会員数

322組織
〔組織率100％〕

15,836棟 1,196施設 318会員

防災学習センター利用者数● 本部・署車両数 ／ 団車両数  消火栓  ／   防火水槽 １１９番受信件数★

25,893人
〔計 669,955人〕

 124台 ／ 129台   5,738基  ／  1,977基 29,136件
〔18分に1件〕

火災件数★ 救急件数★ 救助件数★ 出火原因★

113件
〔3.2日に1件〕

21,629件
〔24分に1件〕

314件
〔1.2日に1件〕

 1位 たき火
〔16件〕

R7.4.1現在の数値（●印:R6年度の数値 ★印:R6年の数値） 

危



7月23日 稲武出張所×ドクターヘリ合同訓練 
 山村地域の救急事案を想定し、藤田医科大学
ドクターヘリとの合同訓練を実施しました。 

5月25日 消防ふれあいコンサート 
 豊田市消防音楽隊が鞍ヶ池公園でコンサート
を行い、火災予防啓発を行いました。 

6月2日 第64回豊田市消防操法大会 
 豊田スタジアムで豊田市消防操法大会が開催
され、消防団が訓練の成果を発表しました。 

  
 

令和６年度（主な取組） 

9月16日 多数傷病者対応訓練 
 豊田スタジアムにて名古屋グランパス関係者
と合同で訓練を実施しました。       

 
 
         
 

7月22、23日 消防用ドローン研修  
 南消防署の職員が、消防用ドローンの知識や
技術を学びました。 

9月21日 第29回消防こども写生大会 
 消防に対する関心と防火意識の高揚を目的と
して、消防こども写生大会を開催しました。 

      
 
 
        
 

8月16日 全国大会出場に伴う市⾧報告  
 全国消防救助技術大会に参加する職員が市⾧
に報告を行いました。 

8月28日 県内応援部隊の派遣（蒲郡市） 
 県内で発生した土砂災害に、愛知県消防広域
応援計画に基づき、職員を派遣しました。 



12月6日 大型自動車講習会  
大型自動車の構造を把握し、救助活動に必要

な技術を習得しました。 

1月7日 とよた消防フェスタ 
 消防出初・観閲式と同日開催され、様々な催
しで会場を盛り上げました。 

11月21～24日 FIA世界ラリー選手権  
FIA世界ラリー選手権が開催され、消防特別

警戒体制をとり、対応しました。 

1月30日 愛知県警防技術交換会 
 名古屋市消防学校で開催され、県内の消防本部
が警防技術を競いました。 

11月10日 中消防署×第2方面隊合同訓練 
 火災を想定し、中消防署と豊田市消防団第２
方面隊が合同訓練を実施しました。 

2月15日 豊田市消防職就職ガイダンス 
 訓練見学や消防業務の紹介を通じて、豊田市
消防本部の魅力を発信しました。 

3月1日 南消防フェスタ 
 防火・防災知識の向上を図ることを目的に、
南消防フェスタを開催しました。 

                     

9月2１日～10月３日 緊急消防援助隊の派遣  
 石川県で発生した奥能登豪雨災害に、緊急消
防援助隊として、職員を派遣しました。 

©Rally Japan 
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豊田消防のあらまし   

◆ 豊田市の概要 
  

豊田市は、「クルマのまち」として世界にその名を知られる産業都市でありながら、四季
を通じて変わりゆく美しい自然に囲まれた広大な都市で、梨や桃が県内でも有数の収穫量
を誇るなど自然の恵み豊かな地域です。昭和２６年３月に挙母市として市制施行以来、自
動車産業の発展とともに急速に成⾧し、平成１７年４月の「平成の大合併」では、経済圏
や日常生活圏が一体となっている矢作川流域７市町村が一つとなり、新豊田市が誕生しま
した。 

現在人口約４２万人、面積は９１８．３２ｋ㎡で愛知県のほぼ中央に位置し、⾧野県に
源を発する矢作川が南北に流れ、市域は、東・北部の三河高原を形成する山間部と、西・
南部の西三河平野につながる丘陵・平野部からなり、標高３．２ｍから１，２４０ｍに至
る変化に富んだ地形条件を有しています。 

豊田市は「第９次豊田市総合計画」の将来都市像に、「つながる つくる 暮らし楽しむ
まち・とよた」を掲げ、「つながり」によって、多様な価値や可能性を創出するまちや「チ
ャレンジ（変化）」と「チャレンジ（挑戦）」によって、しなやかに変化し続けるまちを目
指しております。また「ＷＥ ＬＯＶＥ とよた」条例を制定し、誰もが幸せを感じる「わ
くわくする世界一楽しいふるさと」を目指しております。 

 
 □ 位  置  東経 137 度 9 分 24 秒、北緯 35 度 5 分 00 秒 
 □ 面  積  918.32ｋ㎡（東西 49.36ｋｍ、南北 33.37ｋｍ） 
 □ 世 帯 数  190,271 世帯 
 □ 人  口  415,138 人 (総人口) 

□  人口密度   452 人／ｋ㎡  （出典「豊田市統計書」等） 
                                  

 

令和 7 年 4 月１日現在 
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豊田消防のあらまし 

◆ 消防のあゆみ    
 
徳川中期寛延年 
明治初期 
 
明治中期 
 
1947（昭和 22）   
1956（昭和 31）   
 
 
1957（昭和 32）   
1959（昭和 34）   
       
 
1963（昭和 38）   
       
1964（昭和 39）   
 
1965（昭和 40） 
1966（昭和 41） 
1967（昭和 42） 
1969（昭和 44） 
 
 
 
1970（昭和 45） 
 
 
 
1971（昭和 46） 
1972（昭和 47） 
1974（昭和 49） 
 
 
1976（昭和 51） 
 
1977（昭和 52） 
 
1978（昭和 53） 
1979（昭和 54） 
 
 
1980（昭和 55） 
 
1982（昭和 57） 
 
 
1983（昭和 58） 
1984（昭和 59） 

各村の庄屋に大うちわ、水桶、とび口、刺子等の消火器具が備えられた。 
下挙母に有志が集まって「桜組」と称する消防組が編成されたのをはじめ、
各集落に逐次消防組を編成 
県の奨励によって公設消防発足の気運が起こり、統制ある団体に改善され
るとともに、鉄製腕用ポンプ等を装備 
消防団令の公布により、警防団７分団を消防団１７分団６５０人に改組 
挙母市消防本部（庶務係、消防係、予防係、整備係）・署が発足し、 
職員２４人、消防車２台で業務を開始 
西加茂郡高橋村と合併し、消防団が２６分団１，０５１人となる。 
消防団再編成を行い、２６分団７９６人となる。 
市名変更に伴い、豊田市消防本部・署となる。 
消防団を再編成統合し、９分団７８０人となる。 
第 1 期小型化整備５か年計画を樹立、全額市費配備に踏み切る。 
第 1 期小型化整備５か年計画完了、小型動力ポンプ２０台を消防団に配備 
救護隊を設置、救急車１台を購入し救急業務を開始する。 
碧海郡上郷町と合併し、消防団再編成を行い１２分団６９６人となる。 
第２期機械力の小型化整備５か年計画を樹立 
高岡町と合併し、消防団が１７分団８７２人となる。 
南部出張所を開設、所⾧以下１３人を配置、消防・救急業務を開始 
西加茂猿投町と合併し、２４分団１，１６８人となる。 
第２期小型化整備５か年計画完了、小型動力ポンプ１７台を消防団に配備 
消防⾧専任となる。 
消防団を再編成統合し、１５分団９５０人となる。 
美山出張所を開設、所⾧以下１３人を配置、消防・救急業務を開始  
東加茂松平町と合併し、１７分団１，１６６人となる。 
消防本部に課制（庶務課、消防課、予防課）をしき、３課１署２出張所と
し、本署に警備第１係、警備第２係を新設 
消防本部・署の新庁舎を挙母町に移転新築し、業務を開始 
消防本部消防課に教養係を新設 
四郷出張所を開設、所⾧以下１３人を配置、消防・救急業務を開始 
女性消防士２人を初採用 
大林出張所を開設、所⾧以下１５人を配置、消防・救急業務を開始 
予防課予防を危険物係と予防係に分離 
本署に通信第１係、通信第２係を新設 
消防音楽隊発足 
松平出張所を開設、所⾧以下１５人を配置、消防・救急業務を開始 
予防課に建築物係、本署に指導調査係を新設 
消防本部の組織を変更し、次⾧を置く。 
高岡出張所を開設、所⾧以下１５人を配置、消防・救急業務を開始 
消防署の組織を変え、署所を中部・南部・西部・北部地区に区分し、本署
に特別消防第１係、特別消防第２係を新設 
高橋分署を開設、分署⾧以下１９人を配置、消防・救急業務を開始 
「救護隊」を「救急隊」に改名 
消防団の再編成を行い、１７分団５５部１，０３６人となる。 
保見出張所を開設、所⾧以下１４人を配置、消防・救急業務を開始 
通信指令室を新設 
予防課に査察指導係を新設し、高橋分署に警防第１係、警防第２係を新設 
大林出張所に警防第１係、警防第２係を新設 
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豊田消防のあらまし   

1985（昭和 60） 
 
1986（昭和 61） 
1987（昭和 62） 
 
1988（昭和 63） 
1990（平成 2） 
1992（平成 4） 
 
1993（平成 5） 
1994（平成 6） 
 
1996（平成 8） 
 
 
 
1997（平成 9） 
 
 
 
1998（平成 10） 
 
1999（平成 11） 
 
2000（平成 12） 
 
 
 
2001（平成 13） 
2002（平成 14） 
 
 
 
2003（平成 15） 
 
 
 
 
2004（平成 16） 
2005（平成 17） 
 
 
 
 
2006（平成 18） 
 
2007（平成 19） 
2008（平成 20） 
 
 

南部出張所と四郷出張所にそれぞれ警防第１係、警防第２係を新設 
地図検索装置を導入 
美山出張所と松平出張所にそれぞれ警防第１係、警防第２係を新設 
南部出張所を移転新築し、南分署が開設、分署⾧以下２６人を配置 
消防波無線前進基地を南分署に設置 
保見出張所と高岡出張所に警防第１係、警防第２係を新設 
救急波無線前進基地を高岡出張所に設置 
力石出張所を開設、所⾧以下１３人を配置、消防・救急業務を開始し、消
防波・救急波前進基地を設置 
動態的組織の導入に伴い担当制を設け、係制度を廃止 
消防本部（署）新庁舎を⾧興寺に移転新築し、同時に消防緊急情報システ
ムを導入、防災学習センターを開設 
消防団の再編成を行い、１８分団６１部１，０３６人となる。 
藤岡小原分署を開設、分署⾧以下１７人を配置、藤岡町・小原村の消防事
務の受託業務を開始 
四郷出張所を四郷分署に昇格し、分署⾧以下２３人を配置 
美山出張所を移転新築し、西分署が開設、分署⾧以下２３人を配置 
高橋分署を東分署、四郷分署を北分署に改名し、分署名を東西南北の方位
名称とする。 
消防本部敷地内にヘリコプター場外離着陸場を整備 
消防本部庶務課に企画教養担当と経理担当、本署に救助警防担当及び救急
担当を新設 
消防本部消防課に消防担当と施設担当、南分署に救助警防担当及び救急担
当を新設 
消防署を１署から３署体制にし、消防署を中消防署、北分署を北消防署、
南分署を南消防署に昇格、各署に管理担当及び消防担当、消防本部に指令
課を新設 
消防本部庶務課の企画教養担当を企画研修担当に改名 
消防署に課制を導入し、１本部、３消防署、１４課体制となる。 
逢妻出張所を開設し、所⾧以下１２人を配置、１本部３消防署３分署６出
張所となる。 
庶務課の経理施設担当を消防団・施設担当に改名 
消防課を警防救急課に改名し、警防救急担当と指揮調査担当を新設 
北消防署を移転新築し、署⾧以下４７人を配置 
警防救急課に装備担当を新設 
救急救命士を全施設に配置（２３人） 
消防団に女性が入団（8 月１日１２人任命）、カラーガード隊「ひまわりフ
ェアリーズ」を結成 
公募により豊田市消防音楽隊市民演奏者９人を初採用 
松平出張所を移転新築し、所⾧以下１２人を配置 
西加茂郡藤岡町、小原村、足助町、下山村、旭町及び稲武町と合併し、消
防団員数２，１７４人となり、合併地域の支所に支所消防隊を設置 
また、あすけ地域消防組合消防本部を編入し、職員４２７人となる。 
稲武出張所を稲武支所へ移転 
大林出張所を移転新築し、末野原分署が開設、分署⾧以下２０人を配置 
防災学習センターをリニューアル 
支所消防隊廃止に伴い、足助消防署各出張所に日勤司令１人を増員 
北・中消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
予防課を危険物、予防査察、建築物担当の３担当に編成 
足助消防署各出張所に日勤司令補 1 人を増員 
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豊田消防のあらまし 

 
2009（平成 21） 
 
 
 
 
2010（平成 22） 
 
 
 
2011（平成 23） 
 
2012（平成 24） 
 
 
 
2013（平成 25） 
 
 
 
 
 
 
2014（平成 26） 
 
 
 
 
2015（平成 27） 
 
 
 
2016（平成 28） 
 
2017（平成 29） 
 
 
 
2018（平成 30） 
 
 
2019（令和元年） 
 
 
 
2020(令和２年） 
 

指令課に再任用職員２人を配置 
南消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
中消防署消防１・２課に救助担当を新設し、高度救助隊 
（ＳＲＴ:スーパーレスキュー豊田）を編成 
庶務課の消防団・施設担当を消防施設・消防団担当に改名 
足助消防署各出張所に１人を増員し、所⾧以下１５人を配置 
庶務課の消防施設・消防団担当を施設経理担当、消防団担当の２担当に編成 
警防救急課の警防救急担当を救急救助担当、装備担当を水利車両担当に改名 
足助消防署消防１・２課に指揮調査担当を新設 
消防団に機能別団員制度を導入（４０人任命） 
旭出張所に管理職職員２人を再任用 
防災防犯課から矢作川豊田防災ステーションを管理移管 
逢妻出張所を分署とし、分署⾧以下２２人を配置 
警防救急・指令担当専門監を配置 
下山出張所に管理職職員２名を再任用 
矢作川豊田防災ステーションに所⾧以下 7 名の特別任用職員を配置 
高岡出張所を移転新築 
稲武出張所を移転新築（敷地内にヘリコプター場外離着陸場を整備） 
庶務課を総務課に改名 
藤岡小原分署の予防管理担当を廃止 
東分署、逢妻分署、西分署、末野原分署を課扱いに改編 
消防吏員採用の消防⾧が就任 
総務担当管理監を配置 
所属に副課⾧又は副分署⾧を配置 
各業務を管理する⾧として担当⾧を配置 
警防救急課、指令課、（足）管理課、（中）管理課及び逢妻分署に再任用職
員を各１人配置 
足助消防署、北消防署及び東分署に各２人増員 
総務課、予防課及び（南）管理課に各１人、警防救急課、中消防署及び南
消防署に各２人増員 
指令課の特別任用職員１人を正規職員化 
予防課に再任用職員を新たに１人配置 
消防団の機能別団員に学生機能別団員を追加（４０人任命） 
とよた協力防人隊の発足（６３人任命） 
矢作川豊田防災ステーション所⾧に再任用職員を新たに１人配置 
西分署に再任用職員を新たに１人配置 
高校生消防クラブ発足 
足助消防署を改修し、敷地内に 7 種類の救助訓練施設を新設 
高岡出張所に職員 2 人増員し、出張所⾧以下１４人を配置 
警防救急課に 2 人、藤岡小原分署・東分署・末野原分署に各 1 人、再任用
職員を新たに配置 
保見出張所に職員２人増員し、出張所⾧以下１４人を配置 
予防課の予防担当を予防推進担当に改名 
消防用ドローンの実践運用等のため、（南）管理課を 2 人増員し、再任用
職員を配置 
中消防署及び南消防署へ各１人、松平出張所へ２人増員し、再任用を配置
するとともに、指令課を１人増員 
東分署、逢妻分署、西分署及び末野原分署へ各１人増員し、毎日勤務の分
署⾧を配置するとともに、副分署⾧を両当番に配置 
保見出張所及び高岡出張所へ各１人増員し、再任用職員の毎日勤務の出張 
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豊田消防のあらまし   

 
2021(令和 3 年） 
 
 
2022(令和 4 年） 
 
 
2023(令和 5 年） 
 
 
2024(令和 6 年） 
 
 
 
2025(令和 7 年） 

⾧を配置 
（北）管理課へ 1 人、力石出張所へ２人増員し、再任用職員を配置すると
ともに、指令課を 1 人増員 
松平出張所へ 1 人増員し、再任用職員の毎日勤務の出張所⾧を配置 
指令課へ２人、（南）管理課へ２人増員 
力石出張所へ１人増員し、再任用職員の毎日勤務の出張所⾧を配置 
予防課及び（足）消防２課へ再任用職員を 1 人増員 
指令課を２担当制から３担当制へ移行（令和５年１月～） 
警防救急課へ１人、指令課へ２人増員 
災害対応力向上のため、（中）消防 1 課へ再任用職員を 1 人増員 
北消防署及び南消防署の救助警防担当及び救急担当を警防救急担当及び
救助担当に改編 
超高齢社会の進展による救急需要の増加に対応するため、（中）管理課に 
日勤救急隊を新設し、7 人増員 
地域防災力向上のため、消防団事務を防災対策課へ移管 
総務課を政策人事担当・人材活躍推進担当及び消防施設・調整担当に改編 
稲武出張所の毎日勤務の出張所⾧を廃止し、隔日勤務各１人を増員して 2
隊運用体制へ移行 

 
 

  

◆ 消防本部・消防署の組織図 

保 見 出 張 所

力 石 出 張 所

松 平 出 張 所

消 防 ⾧ 消 防 次 ⾧

高 岡 出 張 所

旭 出 張 所

稲 武 出 張 所

下 山 出 張 所

管 理 課

足 助 消 防 署

消 防 １ 課

消 防 ２ 課

北 消 防 署

警 防 救 急 課

指 令 課

予 防 課

消 防 本 部

消 防 ２ 課

南 消 防 署

中 消 防 署

管 理 課

西 分 署

管 理 課

逢 妻 分 署

東 分 署

消 防 ２ 課

消 防 １ 課

消 防 １ 課

消 防 ２ 課

総 務 課

末 野 原 分 署

藤 岡 小 原 分 署

消 防 １ 課

管 理 課
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豊田消防のあらまし 

◆ 消防本部の分掌事務 

●総務課 
（１）公印の管理に関すること。 
（２）文書の収受に関すること。 
（３）消防行政に係る企画立案及び調整に関

すること。 
（４）消防政策会議等に関すること。 
（５）消防本部の所管に係る予算及び決算の

総括に関すること。 
（６）消防施設（消防団施設を除く。）の整

備、管理等に係る計画に関すること。 
（７）消防施設用地（消防団施設用地を除く。）

の取得及び管理に関すること。 
（８）消防施設（消防団施設を除く。）の整

備に関すること。 
（９）消防施設（消防団施設を除く。）の維

持管理に関すること。 
（10）訓令の公表に関すること。 
（11）職員の研修に関すること。 
（12）職員の人事及び服務に関すること。 
（13）消防職員委員会に関すること。 
（14）職員の福利厚生に関すること。 
（15）安全衛生委員会の庶務及び職員の公 

務災害補償に関すること。 
（16）消防表彰に関すること。 
（17）公用車の安全運転推進に関すること。 
（18）公用車の事故処理等に関すること。 
（19）消防団への技術指導、合同訓練、災

害対応等に関すること。 
（20）水防業務の管理に関すること。 
（21）水防資機材の整備に関すること。 
（22）消防用燃料に関すること。 
（23）前各号に掲げるもののほか、他の課

の所管に属さないこと。 
 
 
 
 
 

●警防救急課 
（１）消防応協定に関すること。 
（２）緊急消援助隊に関すること。 
（３）消防用機械器具の整備に関すること。 
（４）消防用機械器具等の取扱技術の指導

に関すること。 
（５）消防水利施設の整備に関すること。 
（６）消防水利施設の維持管理に関するこ

と。 
（７）消防活動の研究、対策等に関するこ

と。 
（８）消防活動の基準等に関すること。 
（９）警防、救急及び救助に係る業務の高

度化に関すること。 
（10）消防統計（次条第２０号の消防統計

を除く｡）の管理に関すること。 
（11）消防資機材の整備計画に関すること。 
（12）ヘリポートの整備に関すること。 
（13）消防指揮本部の編成及び運営に関す

ること。 
（14）行事等における消防、救急等の警備

基準に関すること。 
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豊田消防のあらまし   

●予防課    
（１）火災予防の広報及び啓発活動に関す

ること。 
（２）防火管理者及び防災管理者の育成指

導に関すること。 
（３）防火協力団体の育成指導に関するこ

と。 
（４）自衛消防組織等の育成指導に関する

こと。 
（５）危険物製造所等の許認可、検査及び

指導に関すること。 
（６）液化石油ガスに関すること。 
（７）少量危険物の保安に関すること。 
（８）危険物施設の査察に関すること。 
（９）危険物取扱者の育成指導に関するこ

と。 
（10）毒劇物の届出に関すること。 
（11）建築確認申請の同意事務に関するこ

と。 
（12）消防用設備等の設置指導及び検査に

関すること。 
（13）豊田市火災予防条例（昭和４８年条

例第５１号）に規定する届出に関する
こと。 

（14）防火対象物の査察に関すること。 
（15）防火対象物の点検、報告、特例認定

等に関すること。 
（16）消防用設備等の点検及び報告に関す

ること。 
（17）防火基準適合表示に関すること。 
（18）煙火の消費許可、検査及び指導に関

すること。 
（19）火災予防事務の統一化に関すること。 
（20）消防統計（火災に係るものに限る） 

の管理に関すること。 
（21）防災学習センターの運営管理に関わ

ること。 
（22）住宅の防火及び防災に関すること。 
（23）火災警報の発令に関すること。 
（24）消防音楽隊に関すること。 
（25）その他火災予防事務に関すること。 

●指令課 
（１）１１９番通報の受信及び出動指令

に関すること。 
（２）災害等の消防活動支援及び情報等

の収集に関すること。 
（３）消防部隊の運用及び非常招集に関

すること。 
（４）気象観測に関すること。 
（５）消防指令システムの管理及び運用

に関すること。 
（６）消防救急デジタル無線の管理及び

運用に関すること。 
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豊田消防のあらまし 

◆ 消防署の分掌事務 

●管理課 
（１）公印の管理及び消防署の庶務に関

すること。 
（２）消防表彰に関すること。 
（３）消防団との連携に関すること。 
（４）火災予防の啓発及び広報に関する

こと。 
（５）防火対象物の査察に関すること。                       
（６）豊田市火災予防条例に規定する届

出に関すること。 
（７）消防車両の維持管理及び燃料に関

すること。 
（８）消防施設の維持管理に関すること 
（９）応急手当の普及及び啓発に関する

こと。 
（10）救急事務及び救急活動の報告に関

すること。 
 
●消防１課、消防２課 

（１）火災の原因及び損害の調査に関す
ること。 

（２）火災の防圧警戒及び水防活動に関
すること。 

（３）救急及び救助業務に関すること。 
（４）非常警戒に関すること。 
（５）地水利調査に関すること。 
（６）研修及び訓練に関すること。 
（７）火災、救急、救助活動等の報告に

関すること。 
（８）消防団員への技術指導、消防団との合同

訓練、消防団と連携する災害対応等に関す
ること。 

（９）火災予防の啓発及び広報に関する
こと。 

（10）防火対象物の査察に関すること。 
（11）り災証明書等の発行に関すること。 
（12）豊田市火災予防条例に規定する届 

出に関すること。 
（13）防災施設の管理及び防災指導に関

すること。 
（14）消防資機材の維持管理に関するこ 

と。 

（15）応急手当の普及及び啓発に関す
ること。 

（16）その他警防に関すること。 
 
●分署、出張所 
（１）火災の防圧警戒及び水防活動に関

すること。 
（２）救急及び救助業務に関すること。 
（３）非常警戒に関すること。 
（４）地水利調査に関すること。 
（５）研修及び訓練に関すること。 
（６）火災、救急、救助活動等の報告に

関すること。 
（７）消防団員への技術指導、消防団との合同

訓練、消防団と連携する災害対応等に関す
ること。 

（８）火災予防の啓発及び広報に関する
こと。 

（９）防火対象物の査察に関すること。 
（10）豊田市火災予防条例等に規定する

届出に関すること。 
（11）防災施設の管理及び防災指導に関

すること。 
（12）消防資機材の維持管理に関するこ

と。 
（13）応急手当の普及及び啓発に関する

こと。 
（14）その他警防に関すること。 
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豊田消防のあらまし   

令和 7 年４月１日現在 

 ◆ 消防職員配属状況 

    



 

 １０

豊田消防のあらまし 

（千円）
令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
7,093,515 7,099,583 7,151,362 8,646,641 12,027,091

◆ 消防の当初予算 消防の当初予算 
令和７年度は、社会環境の変化に的確に対応し、将来を見据えたまちづくりに挑戦

するため、第９次総合計画「ミライ実現戦略２０３０」を推進する取組及び市民生活
の「安全・安心」を確保する取組を着実に推進することを基本的な考え方として、当
初予算を編成しました。 

一般会計当初予算の総額は ２，１９７億円、対前年度２４３億円の増です。 
歳入では、市税が１，２４６億円、対前年度９億円の減、基金繰入金は１３７億円、対前

年度１３２億円の増、市債は４０億円、対前年度３０億円の増としました。また、歳出では、
普通建設事業費を４５１億円、対前年度８５億円の増を計上し、将来のまちづくりに向け必
要な施策に取り組んでまいります。 

消防費については、一般会計全体の５．５％を占める１２０億２，７０９万円で、消防指
令システムの更新等により、前年度と比較して３３億８，０４５万円の増となっています。 

その内容を性質別に分類すれば、人件費、物件費、補助費などの経常的経費は、６９億４，
３９０万円（５７．７％）、そのうち義務的経費である人件費は５４億１，９５５万円（４
５．１％）、消防車両の整備・防火水槽築造等の投資的経費は５０億８，３１９万円(４２．
３％)です。 

これらの予算は、市民が安心して暮らすことのできる安全なまちづくりのために消防施設
の整備、消防体制の充実、消防車両・資機材の整備など消防防災体制の整備を推進するもの
です。 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

消防費当初予算額性質別割合 消防費当初予算額目別割合 

５年間の当初予算額の推移 



 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

豊田市消防本部庁舎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １１

消 防 施 設  

  

                                 令和７年４月１日現在 

名 称 所  在  地 開 設 
年 月 

構   造 
階  数 

床（１階） 
面積 ㎡ 

延面積 
㎡ 

敷地面積 
㎡ 

北 消 防 署 
〒470-0373 
四郷町森前南 6 番地１ 

℡ 43-0093 

平成 
15 年 4 月 

S 造 3 階 
他 3 棟 

1,019.95 
238.60 

1,716.01 
322.60 

5,948.09 

藤 岡 小 原 
分 署 

〒470-0411 
木瀬町桧本 1525 番地 1 

℡ 76-5560 

平成 
8 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 S 造 499.75 763.75 2,977.95 

保見出張所 
〒470-0352 
篠原町黒坪 11 番地 2 

℡ 43-1630 

昭和 
57 年 4 月 RC 造 2 階 226.42 354.09 1,181.30 

力石出張所 
〒470-0318 
力石町井ノ上 81 番地 2 

℡ 42-1751 

平成 
4 年 4 月 

RC 造 2 階 
  一部 S 造 317.44 504.94 1,678.80 

消 防 本 部 
中 消 防 署 

〒471-0879 
⾧興寺 5 丁目 17 番地 1 

℡ 35-9722 

平成 
6 年 10 月 

SRC 造 6 階 
他 5 棟 

2,149.99 
1,521.80 

6,641.82 
2,363.45 

19,481.94 

東 分 署 
〒471-0003 
岩滝町高入 36 番地 1 

℡ 87-0360 

昭和 
55 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 5 階 423.64 745.08 2,432.97 

逢 妻 分 署 
〒471-0053 
丸根町 6 丁目 18 番地２ 

℡ 36-2450 

平成 
14 年 4 月 S 造 2 階 531.52 621.48 2,098.00 

松平出張所 
〒444-2216 
九久平町百々8 番地 7 

℡ 86-1190 

平成 
17 年 4 月 S 造 2 階 363.76 511.46 2,992.47 

南 消 防 署 
〒470-1216 
和会町⾧田 3 番地 1 

℡ 25-9008 

昭和 
62 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 5 階 
他 2 棟 

895.34 
348.30 1,895.53 5,270.29 

西 分 署 
〒471-0844 
聖心町 4 丁目 44 番地 5 

℡ 25-2570 

平成 
9 年 4 月 

RC 造 2 階 
他 1 棟 

379.02 
45.82 

554.90 
45.82 

2,441.54 

末野原分署 
〒470-1207 
鴛鴨町新林 127 番地 

℡ 25-3070 

平成 
18 年 4 月 S 造 2 階 569.47 692.84 2,453.63 

高岡出張所 
〒473-0921 
高丘新町上平地 135 番地 1 

℡ 51-6111 

平成 
25 年 3 月 S 造 2 階 428.04 527.04 3,917.00 

足助消防署 
〒444-2407 
桑田和町中貝戸 6 番地 

℡ 62-0119 

昭和 
57 年 4 月 

RC 造 2 階 
一部 5 階 
一部 S 造 
他２棟 

1,068.12 

152.21 

1,521.83 

152.21 
13,020.70 

旭 出 張 所 
〒444-2832 
浅谷町下万場 303 番地 2 

℡ 68-1119 

平成 
10 年 4 月 S 造 1 階 431.50 438.76 4,519.00 

稲武出張所 
〒441-2513 
稲武町宮ノヒラ 8 番地 7 

℡ 82-3099 

平成 
25 年 3 月 S 造 2 階 494.90 592.13 3,659.98 

（ヘリポート除く） 

下山出張所 
〒444-3242 
大沼町大官屋敷 92 番地 1 

℡ 90-4119 

平成 
7 年 10 月 S 造 1 階 324.93 324.93 3,799.00 

 

◆ 消防本部施設の概要◆ 消防本部施設の概要 
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消 防 施 設 

●消防本部・署所の配置図 
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 １３

 

消防車両等の機械力は、人員や消防水利とともに消防力の基本要素の一つであり、市民
の安全を確保する上で不可欠なものです。消防機械等の技術革新に合わせ、災害現場にお
いて効率的に運用できる最新鋭の機器を導入し、迅速で的確な対応ができるように整備の
拡充を図っています。 
 

●消防本部・消防署の車両配置 
令和７年４月１日現在（台） 

       署 所 

 

 

 

車 種 

本

部 

北
消
防
署 

藤
岡
小
原
分
署 

保
見
出
張
所 

力
石
出
張
所 

中
消
防
署 

東

分

署 
逢
妻
分
署 

松
平
出
張
所 

南
消
防
署 

西

分

署 

末
野
原
分
署 

高
岡
出
張
所 

足
助
消
防
署 

旭
出
張
所 

稲
武
出
張
所 

下
山
出
張
所 

合

計 

消防ポンプ自動車 
（水槽無）  1    1    1 1    1  １ 

10 
（水槽有）※   １    １     1  1    

水槽付消防ポンプ自動車  1 1 1 1 2 １ 1 1 1 1 1 1 ２ 1 1 1 18 

梯子付消防自動車  1    1    1        3 

化学消防ポンプ自動車  1    1    1        3 

水槽車  1    1    １        ３ 

救助工作車  1     1    1    1    4 

指揮車 １ 1    1    1    1    ５ 

広報車 5 1 １ 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 23 

指揮隊車  1    1    1    1    4 

資機材搬送車 2 2    1    1    1    7 

救急自動車  2 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1 1 2 1 1 1 21 

小型救助車              1    1 

小型動力ポンプ付積載車                １  １ 

支援車      1            1 

起震車 １                 1 

その他車両 10 ３    2    2    2    19 

合計 19 16 ４ 3 3 17  4 4 3 14 4 4 3 14 4 4 4 124 

小型動力ポンプ  1 1 1 1  1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 16 

※消防ポンプ自動車（水槽有）は、CD-Ⅰ型に小型水槽を備えているもの 

◆ 消防車両の配置 

  
  

  
  



消 防 施 設 

 １４

 
消防水利は、消火栓、防火水槽、プール等の「人工水利」と河川、池、沼等の「自然水

利」があります。市が整備している消防水利以外でも、「消防水利の基準」を満たした私有
の水利施設については、所有者等の承諾を得て、「指定消防水利」として登録をしています。 

消防水利の割合は、消火栓が７２．９％と大部分を占めており、防火水槽は２５．１％、
指定消防水利は２．０％です。大規模な地震による水道管の破損等に対応できるよう、耐
震性貯水槽の設置及び既設の防火水槽の地震対策に努めています。 

災害時には、その機能が十分発揮されなければなりません。そのため、常時使用可能な
状態を保つよう、位置、異常の有無、付近の障害物等を定期的に調査し、機能の保全に努
めています。 
 
●消防水利の推移                         各年４月１日現在（基） 

区  分 
令和 

３年度 
令和 

4 年度 
令和 

５年度 
令和 

６年度 
令和 

７年度 

消火栓（基準適合） ４，４２０ ４，４２８ ４，４３２ ４，４３３ ４，６３６ 

消火栓（基準非適合） １，３１６ １，３１１ １，３０７ １，３０８ １，１０２ 

防火水槽４０㎥以上 １，６９３ １，６９８ １，７０２ １，７１０ １，７１６ 

防火水槽４０㎥未満 ２７２ ２６８ ２６７ ２６５ ２６１ 

指定消防水利 １４９ １５５ １５３ １５５ １５８ 

 
 
◆ 地震対策済防火水槽の設置 

 
大規模地震が発生した場合、消火栓や耐震性を有しない防火水槽の機能低下による消火

用水の不足が懸念されます。震災時における消防活動に支障をきたさないよう、耐震性貯
水槽を計画的に設置しています。また、耐震性を有しない防火水槽に対し、シート工法を
施工して地震対策及び⾧寿命化を図っています。 

１００㎥の耐震性貯水槽には同時多発火災が発生した場合に、地域で消火活動ができる
よう、小型動力ポンプ(Ｃ－１級)及び消防ホースなどを併せて整備しています。 
 
●地震対策済防火水槽の現有数                令和７年４月１日現在（基） 

 ４０㎥以上１００㎥未満 １００㎥以上 合計 

耐震性を有する防火水槽 ６０８ ４３ ６５１ 

シート工法施工済防火水槽 ３７ １ ３８ 

 
 

◆ 消防水利 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

腕用ポンプ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 １７ 

火   災    

◆ 火災発生状況 
令和６年の出火件数は１１３件で、４人の死者と１３人の負傷者が発生し、３４世帯が「り災」しま

した。また、これらの火災で焼損した財産等は、建物６７棟、建物焼損床面積１，９８０㎡、林野焼損
面積３３ａ、車両は１２台で、その損害額は３億７，９５１万６千円となっています。 
 前年に比べて出火件数は２６件減少し、損害額は１億６，８５３万７千円増加しました。また、死者
数は増減なしとなっています。 
●火災発生状況 

区  分 令和６年（Ａ） 令和５年（Ｂ） 増減（C）:（Ａ）－（Ｂ） 

出火件数   （件） 113 139 △ 26 

建物火災 54 52 2 

林野火災 4 4  

車両火災 11 16 △ 5 

その他の火災 44 67 △ 23 

焼損棟数   （棟） 67 65 2 

建物焼損床面積（㎡） 1,980 1,951 29 

建物焼損表面積（㎡） 211 73 138 

車両焼損数  （台） 12 18 △ 6 

林野焼損面積 （ａ） 33 102 △ 69 

死者     （人） 4 4  

負傷者    （人） 13 13  

り災世帯数 （世帯） 34 30 4 

り災人員   （人） 89 66 23 

出火率  （件/万人） 2.7 3.3 △0.6 

損害額   （千円）  379,516 210,979 168,537 

建物火災 316,832 200,705 116,127 

林野火災    

車両火災 62,275 5,684 56,591 

その他火災 409 4,590 △ 4,181 

主
な
出
火
原
因 

(件) 

たき火 16 25 △ 9 

たばこ 9 7 2 

火入れ 8 11 △ 3 

放火の疑い 6 11 △ 5 

こんろ 3 2 1 

放火 4 8 △ 4 

ストーブ 2 4 △ 2 

＊△は負数を表す 
＊出火率とは、人口１万人あたりの出火件数（人口は、該当年４月１日現在の住民基本台帳による。） 

＊令和７年４月１日現在の火災発生状況（調査結果により各数値が変わることがあります。） 
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火   災 

◆ 出火件数及び損害額等                       
平成２７年から１０年間の出火件数の推移をみると、１５２件を記録した平成２７年から減少傾向と

なっており、令和６年中の出火件数は１１３件で、前年に比べ２６件（１８．７％）減少しました。ま
た、火災による死者数は同数の４人となっています。 
 火災による損害額は、前年より１億６，８５３万７千円増加の 3 億７，９５１万 6 千円となっていま
す。 
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北消防署 
35 件 31.0％ 

中消防署 
34 件 30.1％ 

南消防署 
34 件 30.1％ 

足助消防署 
10 件 8.8％ 

81
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◆ 火災種別出火件数 
火災種別でみると建物火災が５４件と前年（５２件）に比べ２件増加、林野火災が４件と前年（４件）

と比べ増減なし、車両火災が１１件と前年（１６件）に比べ５件減少、その他の火災が４４件と前年（６
７件）に比べ２３件減少しました。 
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◆ 署所別出火件数 

署所別出火件数 

火災種別出火件数 

合計 １１３件 

（件） 

（年） 

（件） 
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 令和６年中の出火件数を四季別にみると、冬季に多く火災が発生しており、損害額は秋季に多く６２．
２％を占めています。 
 
●四季別出火件数 

年別 

季別 

令和６年 令和５年 

出火件数

（件) 
構成比 

損害額 

（千円） 
構成比 

出火件数

（件) 
構成比 

損害額 

（千円） 
構成比 

春季（3 月～5 月） 19 16.8% 15,837  4.2% 36 25.9% 31,001  14.7% 

夏季（6 月～8 月） 26 23.0% 33,202 8.7% 31 22.3% 16,346 7.7% 

秋季（9 月～11 月） 27 23.9% 236,117  62.2% 21 15.1% 141,352  67.0% 

冬季（12 月～2 月） 41 36.3% 94,360 24.9% 51 36.7% 22,280  10.6% 

合計 113 100.0% 379,516 100.0% 139 100.0% 210,979  100.0% 

 
 

令和６年中の月別出火件数は、１月が最も多く１８件で、最も少ない月は 4 月で 1 件となっていま
す。 
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◆ 四季別出火件数 

◆ 月別出火件数 

月別出火件数 

合計 １１３件 （件） 
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令和６年中の時間別出火件数は、１４時台及び１５時台に多く発生しています。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

◆ 時間別出火件数 

合計 １１３件 
時間別出火件数 時間別出火件数 

（件） 
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火   災 

下のグラフと表は、出火原因別の出火件数と損害額を表したものです。 
令和６年中の出火件数１１３件のうち、その他が２４件で最も多く、次いでたき火が１６件、たばこ

が 9 件の順となっています。 
主な出火原因別の損害額をみると、衝突の火花が５７，８２５千円と最も多く、次いでその他が３２，

１９３千円、電灯・電話等の配線が２８，９９６千円の順となっています。 
 
 
 
 

 
 

 
●主な出火原因別の火災による損害額 

原因分類名 損害額（千円） 原因分類名 損害額（千円） 

衝突の火花 57,825 火入れ 509 

電灯・電話等の配線 28,996 ストーブ 447 

たばこ 14,951 内燃機関 250 

電機機器 12,655 放火の疑い 127 

放火 5,932 たき火 87 

炉 3,053 電機装置 1 

排気管 2,889 火あそび 1 

こんろ 1,679 その他 32,193 

配線器具 1,168 不明・調査中 216,753 
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◆ 出火原因別出火件数等 

合計 １１３件 出火原因別出火件数 

（件） 
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●建物火災の主な出火原因と経過 
建物火災の主な出火原因は、電気機器が６件と最も多く、次いでたばこが 5 件、電灯・電話等の配線

が４件となっています。 
主な経過又は発火源をみると、電気に起因する火災が多くなっています。 

主な 

出火原因 
電気機器 6 たばこ 5 電灯・電話等の配線 4 

主な経過 

又は 

発火源 

  

蓄電池 過多の電流

を流す 
1 

不適当なところに捨

て置く 
2 

器具付きコード 電線

が短絡する 
2 

蓄電池 金属の接触

部が過熱する 
1 火源が転倒落下する 2 

屋内配線 電線が短絡

する 
1 

蓄電池 漏電（地絡）

する 
1 

火源が動いて接触す

る 
1 

その他の配線 電線が

短絡する 
1 

充電式電池 不明 1      

その他の電気機器 

放置する、忘れる 
1     

不明 1     

＊４件以上のものを計上（その他、不明・調査中及び３件以下は 39 件） 

 
●林野火災の主な出火原因と経過  

林野火災の出火原因は、たき火が３件、次いでその他が１件となっています。  
主な出火原因 たき火 3 その他 1 

主な経過又は 

発火源 
火源が動いて接触する 3 残り火の処理が不十分 1 

 

●車両火災の主な出火原因と経過 
車両火災の出火原因は、衝突の火花が 3 件、排気管が 2 件及びその他が 2 件となっています。 

主な 

出火原因 
衝突の火花 3 排気管 2 その他 2 

主な経過

又は 

発火源 

車体等の衝撃火花 
引火する 1 過熱する 1 交通機関内配線（その他） 

電線が短絡する 1 

車体等の衝撃火花 
衝突により発火 1 高温物が触れ

る 1 高温気体―排気管 
可燃物が動いて火源に触れる 1 

車両と路面との火
花 
着火物が漏洩する 

1     

＊２件以上のものを計上（不明・調査中及び１件以下は４件） 

◆ 発火源別出火状況 
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１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月

その他 404 260 296 270 310 306 337 341 281 293 346 391

探索 20 17 19 12 9 24 34 25 23 24 15 18

警戒 18 15 21 13 17 18 26 23 12 12 10 20
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◆ その他の出動件数 

合計 ４，２８０ 件 

署所別その他の出動件数 

月別その他の出動件数 

警戒 :危険物等の漏洩、流出その他の火災が発生するおそれのある場合の出動 
探索 :火災と認めることが困難な火煙の発生等による出動 
その他:火災、救急、救助や上記に掲げる出動以外 

合計 ４，２８０件 
(件) 

(件) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多数傷病者救急対応訓練 
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当市では、救急需要に応えるため、全消防署所に高規格救急自動車を導入するとともに、

令和６年４月１日から平日の昼間に活動する日勤救急隊を新設しました。救急隊員及び救急
救命士の養成を行い、より高度な救急業務が行える体制を構築しています。 

令和７年４月１日現在、１５５人の救急救命士のうち、アドレナリン投与の処置ができる
者１５４人、気管挿管の処置ができる者４２人、心肺機能停止前の輸液及び低血糖発作症例
に対するブドウ糖溶液の投与の処置ができる者１４３人が県の認定を受けて活動していま
す（資格の重複有）。 

また、救命率の向上のために、平成２９年度から次代を担う小中学生にも応急手当の受講
機会を拡大して、少年期から応急手当に慣れ親しむ環境作りを推進しています。 

救急車においては、傷病者の症状や状態を医師に的確に伝え、病院到着前に医師から適切
な指示を得るため、画像や映像などを市内の４病院＊に送信することのできるアプリケーシ
ョンを導入しています（＊豊田厚生病院、トヨタ記念病院、豊田地域医療センター、足助病
院の市内４病院）。 

さらに、豊田加茂医師会、豊田厚生病院、トヨタ記念病院と協定を結び、ドクターカー研
修を実施することで、救急と医療の連携強化を図り、安全で住みよいまちになるよう推進し
ています。 

 

◆ 救急出動件数・搬送人員 
 
令和６年中における救急出動件数は２１，６２９件で、１日平均約５９件でした。このう

ち、医療機関に搬送された人員は１９，６３５人で、市民約２１人に１人の割合で救急車を
利用したことになります。前年と比較し、出動件数が９３件（約０．４％）、搬送人員が１６
７人（約０．８％）減少しました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊小数点第２位を四捨五入して表記しているため、合計が１００％にならない場合がある。 
●その他の内訳 

火災 自然災害 水難 労働災害 運動競技 加害 自損行為 その他
出動件数 69 7 175 115 40 164 1,885 2,455 件
搬送人員 11 171 109 29 106 1,762 2,188 人

合計

 

◆ 救急体制 

出動件数 搬送人員 

 

急病

15,227 件

70.4%

一般負傷

2,834 件

13.1%

交通事故

1,113 件

5.1%

その他

2,455 件

11.4%

21,629 

合計

件
急病

13,816 人

70.4%

一般負傷

2,617 人

13.3%

交通事故

1,014 人

5.2%

その他

2,188 人

11.1%

19,635人

合計
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11,286 11,816 

14,812 15,364 15,227 

1,051 1,023 1,060 1,069 1,113 
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下のグラフは、救急事故種別件数の推移を表したものです。 
令和６年は、前年と比較して９３件減少し、２１，６２９件でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ 救急隊員応急処置実施項目 
 

下のグラフは、救急隊員が行った応急処置の内容を表したものです。 
傷病者の症状をより詳しく観察するため、血中酸素飽和度測定、血圧測定、心電図等が多

く行われています。 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

◆ 救急事故種別件数 

救急事故種別件数の推移 

応急処置実施項目 

(項目) (件) 



救急・救助 
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1,437
1,169 1,175 1,102 1,108 1,122
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21,629合計 件(件)

 
下のグラフは、救急出動状況を署所別に分類したものです。 
人口分布の多い地域を管轄する中・南消防署で全体の７割以上を占めています。 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊小数点第２位を四捨五入して表記しているため、合計が１００％にならない場合がある。 
 

 

◆ 月別救急出動件数 
  

下のグラフは、救急出動状況を月別に比較したものです。 
月別の出動件数全体では、７月が最も多く、次いで１２月が多くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

◆ 署所別救急出動件数 

月別救急出動件数 
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下のグラフは、救急出動状況を時間別に表したものです。 
救急出動は、午前８時から正午までの時間帯に多く発生しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊小数点第２位を四捨五入して表記しているため、合計が１００％にならない場合がある。 
 

 
下のグラフは、急病で搬送した傷病者を年齢区分別及び疾病分類別に表したものです。 
呼吸系、消化系、心疾患が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 時間帯別救急出動件数 

◆ 年齢区分別疾病分類別搬送人員 

（件） 

（時） 

時間帯別救急出動件数 

年齢区分別疾病分類別搬送人員 
（人） 

脳疾患 心疾患 消化系 呼吸系 精神系 感覚系 泌尿系 新生物 その他 不明確

合計 757 1,092 1,276 1,634 234 1,065 785 291 2,501 4,181

高齢者 606 891 827 1,272 40 604 479 230 1,552 2,360

成人 146 194 396 226 186 398 302 61 764 1,270

少年 4 5 28 47 7 42 4 0 95 149

乳幼児 1 2 25 89 1 21 0 0 85 399

新生児 0 0 0 0 0 0 0 0 5 3
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下のグラフは、搬送人員を年齢区分別及び傷病程度別に表したものです。 
死亡、重症、中等症及び軽症ともに、高齢者の割合が高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
●講習実施状況  

種別          年度 実施数等 令和５年 令和６年 

救命入門コース 
回数 ６３９ ７４８ 

受講者数 １７，１００ １９，０４２ 

普通救命講習（Ⅰ） 
回数 ４３４ ６１３ 

受講者数 ４，９７３ ７，００１ 

普通救命講習（Ⅱ） 
回数 １ ０ 

受講者数 ２１ ０ 

普通救命講習（Ⅲ） 
回数 ９ １１ 

受講者数 ２４１ ２６４ 

上級救命講習 
回数 ５ ７ 

受講者数 １０１ １３３ 

応急手当普及員講習 
回数 ７ １０ 

受講者数 １０７ １６６ 

応急手当普及員再講習 
回数 ９ １２ 

受講者数 １５５ ２５５ 

合       計 
回数 １，１０４ １，４０１ 

受講者数 ２２，６９８ ２６，８６１ 

救命入門コース:心肺蘇生、AED 講習 
普通救命講習（Ⅰ）（Ⅱ）:心肺蘇生（主に成人を対象）、AED 使用方法、止血法 
普通救命講習（Ⅲ）:心肺蘇生法（主に小児、乳児、新生児を対象）、AED 使用方法、止血法 
上級救命講習:心肺蘇生法、AED 使用方法、止血法、傷病者管理法、外傷手当要領、搬送法 
応急手当普及員講習:救命に必要な基礎知識・医学、応急手当の指導要領 
応急手当普及員再講習:応急手当に関する指導要領の再講習 

◆ 年齢区分別傷病程度別搬送人員 

◆ 応急手当普及指導講習実施回数 

年齢区分別傷病程度別搬送人員 
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当市の救助隊は、法的に設置が義務付けられる以前の昭和５４年に特別消防隊として設置
され、徐々に装備の充実を図りながら多くの救助活動を実施してきました。 

現在は、中消防署（Ⅲ型）並びに北消防署、南消防署及び足助消防署（Ⅱ型各１台）の４
署に救助工作車を配置し、救助隊を編成しています。また、中消防署については、大規模災
害や特殊な事故に対応するため、平成２１年４月１日から高度救助隊（ＳＲＴ:スーパーレ
スキュー豊田）を編成して運用しています。 
 

◆ 緊急消防援助隊 
 
平成７年１月１７日に発生した「阪神・淡路大震災」を教訓とし、全国の消防機関相互の

迅速な応援救助体制の確立を目的に、国内で発生した地震などの大規模災害に対処するため、
平成７年６月に「緊急消防援助隊」が発足しました。 

当市は、令和７年 4 月 1 日現在で愛知県大隊指揮隊１隊、救助小隊２隊等、計１９隊を登
録しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 救助出動状況 
 
令和６年中の救助出動件数は、３１４件で、うち１８３件の救助活動を行い、１６６人を

救助しました。災害別の出動件数は、交通事故が５４件で全体の約１７％を占めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

◆ 救助体制 

合計 ３１１件 
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とよた消防フェスタ  
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火災予防対策    
 

◆ 火災予防 
消防の任務には、消火・救急・救助のほか、市民及び事業者が、自ら生命及び財産を守るための予防

活動を実践できるように、防火・防災思想を普及啓発することも含まれます。当市では、防火に関する
イベントやマスメディアを活用した住宅防火対策のＰＲ、事業所における自主防火管理を目的とした防
火・防災管理者の育成指導、地震による被害を軽減するための防災指導などを行い、「災害に強いまち
づくり」を目指しています。 
 

◆ 住宅防火対策 
住宅防火対策では火災の発生状況を分析し、火災件数と火災に伴う被害の低減に向けた施策を推進す

ることが重要です。当市では、住宅火災を減らし、火災による死者を無くすため、住宅用火災警報器を
はじめとした住宅用防災機器の設置促進、高齢者への防火講座及び防火広報等を防火危険物安全協会等
の関係団体と協力して行っています。 

 
◆ 広報活動 

市民が火災予防に関する知識を深め、火災が発生した場合の対応を誰もが行うことができるように、
秋・春の火災予防運動をはじめ、イベント、講座、マスメディア等を活用した防火ＰＲ等の幅広い広報
活動を行っています。 

過去の災害を教訓に、災害がいつ起こってもおかしくないことや備えの必要性を伝え、いざという時、
子どもたちが自発的、主体的に判断し、行動できる力を養うための防火広報に力を入れています。 

 
●令和６年度の主な行事・講座等実施状況 

実 施 日 イ ベ ン ト 名 場  所 参加人員 

７月３１日 少年消防クラブ 消防学校一日入校 愛知県消防学校 ９人 

８月１日～ 
９月８日 

夏の防災企画展開催 
豊田市防災学習センター「サマー・フェス」 防災学習センター ５，５３２人 

９月５日 少年消防クラブ 防災キャンプ 道慈小学校 ８6 人 

９月２１日 第２９回消防こども写生大会 消防本部・中消防署 ４４０人 

１１月２日 第２９回消防こども写生大会表彰式・ 
一日消防⾧委嘱式・街頭防火宣伝 イオンスタイル豊田 ５５１人 

１１月 1 日～ 
１１月３０日 

秋の火災予防運動企画展開催 
「オータムフェア２０２４」 防災学習センター ２，１３２人 

１月１１日 とよた消防フェスタ 豊田スタジアム ２，７５０人 

３月１日～ 
３月３０日 

春の火災予防運動週間 企画展 
「スプリングフェア２０２５」 防災学習センター  １，７２７人 
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火災予防対策    
 
●令和６年度のマスメディアを利用したＰＲ状況 

報 道 機 関 項 目 

広 報 と よ た 
・消防ふれあいコンサート 
・第２９回消防こども写生大会 
・とよた消防フェスタ 

新 聞 報 道 

・消防ふれあいコンサート 
・夏の防災企画展 豊田市防災学習センター「サマー・フェス」 
・敬老の日 幼年消防クラブ 
・消火競技会 
・秋の火災予防運動企画展開催「オータムフェア２０２４」 
・廃棄消防用ホースで制作  

豊田市消防オリジナル「消防ホース御守り」を販売 
・とよた消防フェスタ 
・令和６年における火災発生状況の速報値 
・春の火災予防運動習慣 企画展「スプリングフェア 2025」 
・高齢者等に向けた住宅用火災警報器取付け等支援事業を開始します 

ラ ジ オ 

・夏の防災企画展 豊田市防災学習センター「サマー・フェス」 
・第２９回消防こども写生大会 
・秋の火災予防運動企画展開催「オータムフェア２０２４」 
・街頭防火宣伝＆写生大会表彰式 
・とよた消防フェスタ 
・令和６年における火災発生状況の速報値 
・春の火災予防運動週間 企画展「スプリングフェア２０２５」 
・高齢者等に向けた住宅用火災警報器取付け等支援事業を開始します 

Ｔ Ｖ 等 
（ケーブルテレビ含む） 

・夏の防災企画展 豊田市防災学習センター「サマー・フェス」 
・消火競技会 
・秋の火災予防運動企画展開催「オータムフェア２０２４」 
・街頭防火宣伝＆写生大会表彰式 
・豊田市消防オリジナル「消防ホース御守り」を販売 
・とよた消防フェスタ 
・春の火災予防運動週間 企画展「スプリングフェア２０２５」 
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火災予防対策    
 

◆ 防火管理者 
工場、百貨店、病院等の多数の人が出入りする事業所の管理について権原を有する者（以下、「管理

権原者」という。）は防火管理者を選任し、火災の発生の防止と火災が発生した場合の被害の抑制を目
的とした防火管理体制の充実を図る必要があります。 
 防火管理者は、管理権原者の指示を受けて消防計画を作成します。消防計画は当該事業所における防
火管理業務の基本方針となるため、内容には自衛消防隊の編成、従業員をはじめとする関係者への教育
や訓練の指導方法等、実効性が必要とされます。 
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防火管理者に係る届出数の推移 
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火災予防対策    
 

◆ 自衛消防訓練 
「自分の職場は自分で守る」自主防火管理の基本精神では、火災等の災害が発生した場合、その被害

を最小限に抑えるために、消防計画によって編成された自衛消防の組織が、消火、避難誘導、通報、救
護といった自衛消防活動を迅速・円滑に行う必要があります。 
 災害の初期段階における対応は、被害を最小限にするために大変重要です。自衛消防の組織はどのよ
うな状況下でも、人員と資機材を有効に活用した組織的な対応ができるように、防火管理者を中心とし
て繰り返し教育・訓練を実施しなければなりません。 

当市では、防火管理者及び事業者の要望に応じて、消防訓練の指導を実施しています。自衛消防訓練
を客観的に見て、どのようにすれば災害発生時に効果的な組織活動が行えるか、検証を行っています。 

 
南

海
トラフ地震の切迫性が指摘されており、大規模地震に対する災害対応力の強化を図ることが重要な課題
となっています。大規模・高層建築物等における地震等の災害による被害の軽減を図るため、自衛消防
組織の設置と防災管理者を選任する制度があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 防災管理者 
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火災予防対策    
 

第２９回消防こども写生大会（於:消防本部） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
とよた消防フェスタ （於:豊田スタジアム） 

 
 



 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

      

   

   

      

   

   

    

  
   

   

   

  

    

 



 

 

    

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



火災予防策 

３８ 
 

◆ 防火対象物数 

消防は、防火対象物＊に関する火災予防上の実態を具体的に把握し、それを基に災害の未然防止及び
被害の軽減を図ります。そのため、定期的に防火対象物を立入検査し、避難経路又は消防用設備等の消
防法令への適合状況を把握し、当該防火対象物の関係者に対して違反の是正又は防火に関する指導を行
っています。 

防火対象物は年々増加するとともに、建物も大規模化及び高層化し、用途及び構造も複雑になってい
ます。当市では、防火対象物を査察対象物＊（第１種から第３種）とその他の防火対象物に分類し、その
規模及び危険性等に応じて立入検査を実施しています。 

＊防火対象物・・・建築物その他の工作物又はこれらに属するもの等 
＊査察対象物・・・防火対象物のうち計画的に査察を実施するものとして、消防⾧が別に定めるもの 

●消防署別防火対象物数                      令和 7 年４月１日現在（棟） 
       消防署別 

 区分 
北消防署 中消防署 南消防署 足助消防署 合計 

第１種査察対象物 221 348 225 98 892 

第２種査察対象物 778 635 1,519 137 3,069 

第３種査察対象物 1,497 1,985 1,956 344 5,782 

その他の防火対象物 1,557 2,096 2,092 348 6,093 

計 4,053 5,064 5,792 927 15,836 

１．第１種査察対象物とは、特定防火対象物（百貨店、旅館、病院等の多数の者が出入するもの）で延べ面積 1,000 ㎡ 
以上のもの、前記以外の防火対象物定期点検報告対象物及び表示制度対象物 

２．第２種査察対象物とは、上記１以外の防火対象物で延べ面積 700 ㎡以上のもの（共同住宅、学校等を除く） 
３．第３種査察対象物とは、上記１、２以外の防火対象物で防火管理者の選任義務又は自動火災報知設備等の設置義務 
  があるもの等 
 
 
 
 

  
 

◆ 消防用設備等の点検報告制度 
消防用設備等は、いついかなる場合に火災が発生しても確実に作動するよう、日ごろの維持管理が十

分に実施されていることが大切です。消防法では、防火対象物の関係者に対し、消防用設備等の定期的
な点検だけでなく不備事項の整備を含め、適正な維持管理を行うことを義務付けています。 

また、火災が発生した場合に人命に危険を及ぼす確率が高いものを特定防火対象物とし、それ以外の
防火対象物と区分して消防本部へ報告する期間を定めています。 

消防用設備等の点検を知識、技術の未熟な者が実施すると、効果が期待できないだけでなく、機能の
低下が生じる可能性があります。そこで一定規模以上の防火対象物については、消防設備士又は消防設
備点検資格者による点検が必要とされており、その他の防火対象物についても、これに準じて点検を行
うよう指導しています。 
 

 

 

 

 



火災予防策 

３９ 
 

◆ 防火対象物定期点検報告制度 
 この制度は、火災危険度が高い一定の用途、規模の防火対象物について、防火管理者の選任や消防計
画の作成、避難施設や消防用設備等の維持管理等、防火管理の状況を毎年１回防火対象物点検資格者＊

に点検させ、その結果を消防機関に報告するものです。 

点検の結果、防火対象物が点検基準に適合している場合には、その 
旨の表示をすることができます。 

当市においても、市民が安心して防火対象物を利用できるように、 
関係者に対し、制度の理解と普及を呼びかけるとともに、適切な防火 
管理体制の構築を指導しています。 
 
 ＊防火対象物点検資格者・・・火災予防に関する専門知識を有し、必要な講習等を修了した者 

◆ 防災管理点検報告制度 
南海トラフ地震等の大規模災害時には、火災と異なる対応が必要

となるとともに、同時多発的に火災や建物倒壊からの救出事案が発
生すると考えられることから、事業所における自助体制の確立が必
要不可欠となります。 
 近年では多数の人が利用する大規模・高層化された防火対象物が
増加しており、このような防火対象物では、地震等の災害時におけ
る消火活動、通報連絡、避難誘導、救出・救護について、より高度
で複雑な対応が必要となります。また、これらを想定した訓練、転

倒防止及び備蓄品の管理など、適切な対策が施されていない場
合の消防防災上のリスクは極めて大きいと考えられます。 
 この制度は、避難施設の維持管理、棚及び什器の転倒防止措
置、地震等の災害発生時にその被害を軽減させるため措置がと
られているか等、大規模建築物等に選任が義務付けられた防災
管理者を中心に行われる防災管理業務の状況を、毎年１回防災
管理点検資格者＊に点検させ、その結果を消防機関に報告する

ものです。防災管理点検も防火対象物点検と同様に、防火対象物が点検基準に適合している場合には、
その旨の表示をすることができます。 

先述の防火対象物定期点検報告と防災管理点検報告は異なるものであり、対象となる建物の基準が違
うため、両方実施しなくてはならない対象物もあります。 

＊防災管理点検資格者・・・防災管理に関する専門知識を有し、必要な講習等を修了した者 
●防火対象物点検又は防災管理点検報告を要する管理権原者数 

防火対象物点検 防災管理点検 

４４２ １２９ 

＊1 の防火対象物に複数の管理権原者がいる場合は、管理権原者ごとに点検・報告する必要があります。 
 

 

 

 

 



火災予防策 
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◆ 消防同意・消防用設備等の検査件数 

消防法の規定により建築物の新築、増築、改築等を行う場合には、申請時に消防機関の同意が必要
とされています。 

また、防火対象物のうち一定の規模以上のものに対して、消防用設備等を設置する際の消防検査を
義務付け、消防法令を遵守することを規定しています。 

  

●消防同意                           令和 7 年３月３１日現在 

区 分  新 築 増 築 改 築 移 転 
用 途 

変 更 
修 繕 模様替 その他 合 計 

件数 340 100 4 2 3 1 0 18 468 

 

●消防用設備等の検査                     令和 7 年３月３１日現在 

区      分 件 数 区      分 件 数 

消 
 

火 
 

設 
 

備 

消 火 器 160 警 報 

設 備 

火 災 報 知 設 備 22 

屋 内 消 火 栓 設 備 48 非 常 警 報 設 備 65 

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 45 避 難 

設 備 

避 難 器 具 50 

水 噴 霧 消 火 設 備  誘 導 灯 326 

泡 消 火 設 備  6 

  
 

  
 

他 

消 防 用 水 6 

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備  排 煙 設 備  

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備 3 連 結 散 水 設 備  

粉 末 消 火 設 備 22 連 結 送 水 管 4 

屋 外 消 火 栓 設 備 17 非 常 コ ン セ ン ト 設 備  

動 力 消 防 ポ ン プ 設 備 15 無 線 通 信 補 助 設 備  

警 報

設 備 

自 動 火 災 報 知 設 備 451 令 ２ ９ 条 の ４ 28 

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備 3 採 水 口  

漏 電 火 災 警 報 器 1   

合  計 1,272 

＊件数は一定の規模未満の防火対象物で実施した消防検査(任意)を含む 

 

 



火災予防策 
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◆ 危険物施設設置数           
近年、危険物の使用は多種多様化し、事業所等で幅広く利用されるとともに、私たちの生活にも深く

浸透しています。危険物施設における事故は、一旦発生すれば甚大な被害をもたらす恐れがあり、その
安全確保の重要性は益々増大しています。 
 当市は、自動車関連を基盤として発展した産業に関係する危険物施設が多く、一般取扱所、給油取扱
所、屋内貯蔵所の順となっています。 
 こうした危険物施設に対して、許認可審査、完成検査、立入検査等を通じて、危険物施設等の安全管
理指導を行い、安全で安心な市民生活の確保を目指しています。 
 

●危険物施設設置状況                       令和７年３月３１日現在（施設） 
区分 

 
 
管轄署所 

製
造
所 

屋
内
貯
蔵
所 

屋
外
タ
ン
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貯
蔵
所 

屋
内
タ
ン
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貯
蔵
所 

地
下
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

簡
易
タ
ン
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貯
蔵
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移
動
タ
ン
ク 

貯
蔵
所 

屋
外
貯
蔵
所 

給
油
取
扱
所 

販
売
取
扱
所 

一
般
取
扱
所 

合 
 

 

計 

北消防署  16 2 5 17  10  20 1 14 85 

藤岡小原分署 5 31 61 14 17  11 5 18  31 193 

保見出張所  10 12 2 4 1 9  14  4 56 

力石出張所 1 11 3  3 1 7 2 18  11 57 

中消防署  27 8 7 36  1 3 20  54 156 

東分署  5 2 1 6  5  7 1 1 28 

逢妻分署  8   2  2 1 8  9 30 

松平出張所  2   5  4  2  2 15 

南消防署  13 8 20 21 1 2 4 23  23 115 

西分署  36 12 2 15  9 4 28  33 139 

末野原分署 3 7 6 1 4  6  14  6 47 

高岡出張所 1 33 21 23 16 2 10 6 36  48 196 

足助消防署  2 3 2 5  5 1 7  1 26 

旭出張所   1 1 7  1  4   14 

稲武出張所  2 1 2 4  1  8   18 

下山出張所  6   3 2 2  6  2 21 

合   計 10 209 140 80 165 7 85 26 233 2 239 1,196 
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◆ 圧縮アセチレンガス等の設置状況 
                                 令和７年３月３１日現在（件） 

圧縮アセチレンガス等 

圧
縮
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス 

無

水

硫

酸 

液

化

石

油

ガ

ス 

生

石

灰 

毒

物 

劇

物 

86 9 3,943 12 30 65 

 

◆ 指定可燃物等及び少量危険物の設置状況 
                                 令和７年３月３１日現在（件） 

指定可燃物等 少量危険物 

可

燃

性

固

体

類 

可

燃

性

液

体

類 

合

成

樹

脂

類 
再

生

資

源

燃

料 

そ

の

他 

 移

動

タ

ン

ク 

14 113 174 4 114 2,414 218 

 

◆ 製造所等に対する立入検査の状況 
施設数:令和７年３月３１日現在  実施数:令和６年度延べ実施数 

製

造

所

等

の

別 

合

計 

製

造

所 

貯蔵所 取扱所 

小

計 

屋

内 

屋

外

タ

ン

ク 

屋

内

タ

ン

ク 

地

下

タ

ン

ク 

簡

易

タ

ン

ク 

移

動

タ

ン

ク 

屋

外 

小

計 

給

油 

第

一

種

販

売 

第

二

種

販

売 

移

送 

一

般 

施設数 1,196 10 712 209 140 80 165 7 85 26 474 233 2   239 

実施数 776 14 261 50 82 46 40  28 15 501 86    415 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
   

大規模災害発生時における物資供給等の協力に関する協定  
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◆ 防災 

「平成２８年熊本地震」や「令和６年能登半島地震」等、近年発生した大規模災害を教
訓に海洋型大地震、内陸直下型激甚大地震を含めた各種の対策を進めています。 
 大規模地震等が発生した際には、防災関係機関の防災活動だけでは困難が予想されます。
被害を最小限に食い止めるために市域内の公共的団体等の防災に関する組織及び住民の隣
保協同の精神に基づく自発的な防災組織の充実を図っています。 

◆ 自主防災組織数 

大規模地震等の災害が発生した場合、災害から生命や財産を守るためには、地域住民が
団結し、自助、互助の精神を発揮して助け合うことが不可欠であり、各自主防災会が自発
的努力に基づき組織的に行動することが大切です。 
 こうしたことから、主に自治区を単位として、地元住民による自主防災組織が編成され
ています。 
●自主防災会数等                       令和７年４月１日現在 

自主防災会数 総自治区数 自主防災会結成済自治区数 組織率（％） 
３２2 ２９８                                     ２９８ １００ 

 

◆ 水防倉庫 

 豊田市水防計画に基づき、予測できない大雨による堤防の決壊や土石流を考慮し、水防

倉庫（１９か所）を設置して資機材を備蓄しています。 

●水防倉庫                      （※印は署所併設外） 
年 度 名       称 水防用土砂置場 

昭和５４年度 千足※ 無 

昭和５９年度 室※ 無 

昭和６３年度 日之出※ 無 

平成 ２年度 梅坪※ 有 

平成１３年度 逢妻 有 

平成１４年度 北、矢作川豊田防災ステーション※ 有 

平成１５年度 南 有 

平成１６年度 松平 有 

平成１７年度 末野原 有 

平成１８年度 東 有 

平成１９年度 藤岡 有 

平成２０年度 下山 有 

平成２４年度 高岡、稲武 有 

平成２８年度 旭 有 

平成２９年度 足助 有 

令和 ２年度 小原※ 有 

令和 ４年度 西 有 



災害対策 
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●水防倉庫の配置図 

 



災害対策 
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◆ 応援協定 
  

市町村は、当該市町村の区域内で発生した災害に対し、自らその責を果たさなければなりませんが、

火災等の災害が市町村の境界付近で発生した場合や地震、風水害、林野火災等のようにその災害が

大規模で広域に及ぶ場合には、個々の市町村の消防力のみでは十分な対応ができないおそれがありま

す。 

このような場合には市域を越えて消防力の運用を図る必要があり、近隣市町村等との間で資機材の

提供及び人員の派遣の協定を結び、万一に備えています。 

   ●近隣市町村等との各種応援協定 

応 援 協 定 名 
協 定 締 結 消 防 機 関 名 

協 定 締 結 団 体 締 結 年 月 

愛 知 県 内 広 域 

消 防 相 互 応 援 協 定 

愛知県内２４市６町１０組合１連合 

＊協定締結団体は、締結当時です。 
平成１５年４月 

愛知県下高速道路にお 

ける消防相互応援協定 
１７市１町４組合１連合 平成３０年７月 

西 三 河 地 区 

消 防 相 互 応 援 協 定 

岡崎市、碧南市、刈谷市、豊田市、安城市、

西尾市、知立市、高浜市、みよし市、幸田

町、尾三消防組合、衣浦東部広域連合 

＊尾三消防組合が追加されました。 

令和７年４月 

愛知県防災ヘリコプター支

援協定 
豊田市、愛知県 平成１９年８月 

豊 田 市 ・ 土 岐 市 

消 防 相 互 応 援 協 定 
豊田市、土岐市 平成１０年９月 

豊 田 市 ・ 瑞 浪 市 

消 防 相 互 応 援 協 定 
豊田市、瑞浪市 平成１０年９月 

消防・防災に関する応援

協定 
豊田市、トヨタ自動車株式会社 平成１３年１０月 

衣浦豊田道路における消

防相互応援協定 
豊田市、衣浦東部広域連合 平成１６年４月 

豊 田 市 ・ 恵 那 市 消 防 本

部消防相互応援協定 
豊田市、恵那市 平成１７年４月 

豊 田 市 ・ 南 信 州 広 域 連

合消防本部消防相互応

援協定 

豊田市、南信州広域連合 平成１７年４月 
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◆ 消防用ドローンの活用状況 
 

  災害出動 災害対応訓練 
活用回数 １７回 ６８回 

林野火災６件、建物火災１件、火災調査１件、水難救助７件、低所救助１件、
一般探索１件 
飛行日数／累計 

運行時間 
６２日 ／ ３３時間 

 

◆ ヘリポートの設置 
 
 広大な面積を有する当市は、大規模災害が発生した時には道路等が分断されて孤立す
る地域の発生が懸念されます。そのため、ヘリコプターを活用できる２４時間対応型ヘ
リポート６か所、昼間対応型ヘリポート２か所を整備し、迅速に重症傷病者の医療機関
への収容や救援物資の搬送ができる体制を構築しています。 
 

地区名 名称 所在地 種別 自衛隊ヘリ 
使用承諾※ 運用開始年月 

足助地区 足助消防署ヘリポート 桑田和町中貝戸 6 
24 時間 
対応型 

 平成 20 年 4 月 

小原地区 緑の公園ヘリポート 市場町陣出 875 
24 時間 
対応型 

〇 平成 21 年 1 月 

藤岡地区 藤岡地区ヘリポート 深見町岩花 1067-1 
24 時間 
対応型 

〇 平成 21 年 3 月 

豊田地区 
矢作川豊田防災ステー
ションヘリポート 

森町 1-90 
24 時間 
対応型 

〇 平成 21 年 4 月 

下山地区 下山地区ヘリポート 大沼町八沢 118-1 
24 時間 
対応型 

 平成 23 年 11 月 

稲武地区 稲武出張所ヘリポート 
稲武町宮ノヒラ
8-13 

24 時間 
対応型 

 平成 25 年８月 

旭地区 旭中学校ヘリポート 杉本町羽根 1-1 
昼間 

対応型 
 平成 27 年 4 月 

豊田地区 消防本部ヘリポート ⾧興寺 5-17-1 
昼間 

対応型 
 平成 30 年 4 月 

※自衛隊からの依頼を受け、豊田市が使用を承諾しているヘリポートです。自衛隊が事
前に大型ヘリ等の離発着が可能かを調査しています。 
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●ヘリポート配置図 
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令 和 ６ 年 度  愛 知 県 警 防 技 術 交 換 会 （於:名古屋市消防学校） 

 

 

救助工作車（車両名:とよた足助４１） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

                         

豊田市消防団警防技術大会 
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消 防 団    

◆ 豊田市消防団組織図 
 

豊田市消防団は、各地区を単位として、１０方面隊・４３分団・１１８部で編成されています。
団員数は、令和７年４月１日現在、団⾧以下１，７７９人（うち女性４６人）となっています。 

消防団は、火災･風水害等の際の活動を始めとして、地域住民に対する防災意識の普及等を行
い、安全な地域づくりの一端を担っています。 
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消 防 団   

◆ 消防団格納庫 
 

● 消防団格納庫の面積等                       令和７年４月１日現在 
方
面
隊 

分   班   建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班  建築面積
（㎡） 

延べ面積 

団 
 

団 
 

（㎡） 

第
１
方
面
隊 

第
１
分
団 

元城 78 78 第
２
方
面
隊 

第
２
分
団 

扶桑 50.82 50.82 

竹生 70 116 平井 34.39 34.39 

平芝 52.8 52.8 百  々 21.37 41.24 

梅坪 50.82 50.82 岩滝 39.75 74.54 

浄水 42.91 79.27 

第
２
分
団 

樹木 44.4 44.4 矢並 29.63 55.67 

小坂 39.75 74.54 山中 9.45 9.45 

下市場 29.83 57.5 第
３
分
団 

野見 29.46 54.66 

金谷 50.82 50.82 広川 52.8 52.8 

⾧興寺 29.46 54.66 古瀬間 76.19 76.19 

第
３
分
団 

宮口 39.75 74.54 大見 29.46 54.66 

宮上 52.5 52.5 第
４
分
団 

九久平 32.55 59.2 

宮 42.23 42.23 幸海 39.75 74.54 

本新 50.82 50.82 穂積 25.92 25.92 

千足 52.8 52.8 岩倉 46.84 46.84 

深田 40.07 75.39 桂野 88.83 88.83 

本地 52.5 52.5 第
５
分
団 

林添 29.62 55.66 

第
４
分
団 

今 52.2 52.2 滝脇 42.15 42.15 

前山 37.64 37.64 ⾧沢 21.13 21.13 

渡合 22.68 22.68 豊松 52.95 52.95 

室 23.49 23.49 松平 9.45 9.45 

第
２
方
面
隊 

第
１
分
団 

高橋 37 74 坂 上 ( 仁
王) 

36.4 72.8 

上野 40.07 74.47 坂 上 ( 日
明) 

24.7 24.7 

市木 45.36 45.36 石楠 21.28 21.28 
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消 防 団   

方
面
隊 

分 班   建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班   建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

団 
 

団 
 

第
３
方
面
隊 

第
１
分
団 

鴛鴨 52.5 52.5 第
４
方
面
隊 

第
１
分
団 

東保見 50.8 50.8 

大林 40.07 74.52 田籾 40.07 75.39 

渡刈 40.07 75.39 貝津 76.68 76.68 

豊栄 39.75 74.54 伊保 40.07 74.47 

永覚 51.6 51.6 第
２
分
団 

猿投 29.63 55.67 

第
２
分
団 

上郷 66.24 66.24 加納 45.5 45.5 

畝 部 東
(中切) 

41.59 41.59 亀首 40 73 

桝塚東 31.73 31.73 舞木 50.8 50.8 

配津 45 45 乙部 39.75 74.54 

福受 40.07 74.47 第
３
分
団 

四郷 39.75 79.5 

和会 52.2 52.2 御船 52.8 52.8 

第
３
分
団 

土橋 39.75 74.54 越戸 40.04 74.52 

本 53.7 53.7 花本 40.06 75.37 

中 43.15 43.15 西広瀬 29.6 55.6 

第
４
分
団 

若林 43.89 83.64 第
４
分
団 

東広瀬 40.07 74.47 

中根 27.47 27.47 小峯 52.2 52.2 

花園 40.07 73.02 力石 50.82 50.82 

第
５
分
団 

堤 40.06 75.37 藤沢 30 43.5 

上丘 50.82 50.82 富田 24.3 24.3 

西岡 52.8 52.8 寺下 73.76 73.76 

前林 67.17 67.17 成合 12.6 12.6 

駒場 57.6 57.6 中金 52.8 52.8 

中田 50.82 50.82 芳友 50.82 50.82 

４
方
面
隊 

第
１
分
団 

八草 51.9 51.9 野口 41.54 41.54 

広幡 46.08 46.08 中切 25.92 25.92 

大畑 38.3 69.56   

篠原 40.07 75.39   

保見 50.82 50.82   
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消 防 団   

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

団 
 

団 
 

第
５
方
面
隊 

第
１
分
団 

木瀬 98.25 98.25 第
７
方
面
隊 

第
１
分
団 

足 助 ( 田
町) 

93 93 

藤岡飯野 83.12 83.12 山谷 57 57 

第
２ 

西中山 39.74 74.52 第
２
分
団 

足 助 ( 宮
平) 

40.07 74.37 

分
団 

深見 26.88 26.88 葛沢 28 28 

第
３
分
団 

御作 94.7 122.8 第
３
分
団 

近岡 86 172 

上川口 65 98.9 国谷 76.19 76.19 

第
４
分
団 

三箇 98.64 98.64 第
４
分
団 

則定 52.65 52.65 

折平 40.07 74.37 上佐切 32.76 65.52 

白川 85.8 92.5 第
５
分
団 

竜岡 50 50 

第
６
方
面
隊 

第
１
分
団 

大平 40.07 74.52 明川 40.47 74.87 

乙ヶ林 76.19 76.19 五反田 16 16 

北篠平 28.8 28.8 大多賀 31 31 

第
２
分
団 

上仁木 54.45 54.45 第
６
分
団 

新盛 76.2 76.2 

雑敷 46.98 46.98 大蔵 66 66 

永太郎 40.07 74.47 大河原 31.68 31.68 

第
３
分
団 

小原 78.75 78.75 御蔵 35 35 

市場 53.18 53.18 月原 45.54 45.54           
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消 防 団   

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

方
面
隊 

分   班 建築面積
（㎡） 

延べ面積   
（㎡） 

団 
 

団 
 

第
８
方
面
隊 

第
１
分
団 

下山田代 87 87 第
９
方
面
隊 

第
３
分
団 

杉本 34.02 34.02 

花沢 24.8 24.8 太田 4.86 4.86 

第
２
分
団 

大沼 58.18 107.48 加塩 9.45 9.45 

第
３
分 
団 

蘭 23.4 23.4 榊野 40 80 

和合 91.49 91.49 第
４
分
団 

槙本 40.07 74.47 

第
４
分
団 

阿蔵 47.19 47.19 伊熊 19.44 19.44 

第
５
分
団 

浅谷 50 50 

立岩 62.9 62.9 第
10
方
面
隊 

第
１
分
団 

稲武 102 102 

野原 21.49 21.49 川手 56.25 56.25 

羽布 92.75 92.75 大野瀬 63.75 63.75 

第
９
方
面
隊 

第
１
分
団 

田津原 21.49 21.49 第
２
分
団 

小田木 121.87 121.87 

小渡 77 77 黒田 75.54 75.54 

第
２
分
団 

笹戸 76.19 76.19 御所貝津 40.07 74.47 

  第
３
分
団 

武節 27.38 27.38 

桑原 72.15 72.15 
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消 防 団   

◆ 消防団車両・小型動力ポンプ等 
 
消防団には、消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ付積載車及び小型動力ポンプが適正に配置さ

れており、災害時には地域のニーズに応え大きな機動力となるようその活動が期待されています。 
 消防団における機械力の整備状況は消防ポンプ自動車７台、小型動力ポンプ付積載車１２１台、
救助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車１台、小型動力ポンプ４６台及び指揮車１台となっ
ています。 
●消防団の車両・小型動力ポンプの配置 
分 団 車 両 及 び 小 型 動 力 ポ ン プ 
団 本 部 指 揮 車 １   
■第１方面隊（崇化館・梅坪台・浄水・朝日丘・逢妻・豊南） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５   

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動力ポン プ ３ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動力ポン プ １ 
■第２方面隊（高橋・美里・益富・松平） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   
第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動力ポン プ ３ 
第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４   
第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動力ポン プ ２ 
第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動力ポン プ ５ 
■第３方面隊（末野原・上郷・竜神・高岡・若園・前林） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５   

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５ 小型動力ポン プ １ 

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 
救助用資機材搭載型小型動力ポンプ付積載車 

２ 
１   

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   

第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ５ 小型動力ポン プ １ 
■第４方面隊（保見・猿投・井郷・猿投台・石野） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ６ 小型動力ポン プ ３ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動力ポン プ 1 

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ４ 小型動力ポン プ １ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ６ 小型動力ポン プ ５ 
■第５方面隊（藤岡・藤岡南） 
第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 ２ 小型動力ポンプ ２ 
第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動力ポン プ １ 
第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 2   
第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 3   
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消 防 団   

分 団 車 両 及 び 小 型 動 力 ポ ン プ 
■第６方面隊（小原） 

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
２ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 2   

■第７方面隊（足助） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２   

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動力ポン プ １ 

第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動力ポン プ ２ 

第 ６ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動力ポン プ ３ 
■第８方面隊（下山） 
第 １ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動力ポン プ １ 

第 ２ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 １ 小型動力ポン プ １ 

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動力ポン プ １ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３ 小型動力ポン プ １ 
■第９方面隊（旭） 

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
１ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １   

第 ３ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ２ 小型動力ポン プ ２ 

第 ４ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １ 小型動力ポン プ １ 

第 ５ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 １   
■第１０方面隊（稲武） 

第 １ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
３ 小型動力ポンプ １ 

第 ２ 分 団 小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 ３   

第 ３ 分 団 消 防 ポ ン プ 自 動 車 
小 型 動 力 ポ ン プ 付 積 載 車 

１ 
１ 小型動力ポンプ １ 

 



 

５６ 
 

消 防 団 

●消防団機械器具の配置図 

 
◆ 消防団協力事業所表示制度 

 豊田市消防団の活動に協力している市内の事業所等を「消防団協力事業所」として認定
し、消防団協力事業所表示証を交付する制度です。 
 事業所の消防活動への社会貢献を広めるとともに、事業所の協力を得ることで地域防災
力の強化を推進することを目的としています。 

◆ 豊田市消防団応援の店 

 地域のために頑張っている消防団員を支援するため、事業所に「消防団応援
の店」として登録し、特典やサービスなどの協力を通じて、消防団を応援して
いただくものです。消防団員に貸与している豊田市消防団員証を、企業や店舗
など「消防団応援の店」で飲食等利用した際に提示することにより、消防団員
がお店から様々な特典を受けられます。 

◆ 豊田市学生消防団活動認証制度 

 消防団活動を通じて地域社会へ多大なる貢献をした大学生、大学院生又は専門学校生の
功績を市が認証し、就職活動支援の一環として本人用の認証状と企業提出用の認証証明書
を交付して就職活動を支援する制度です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

   

少年消防クラブ愛知県消防学校一日入校  
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計   画 

６１ 

豊田市消防ビジョン ～第４次豊田市消防整備基本計画～  
【2025 年度から 2029 年度までの前期実践計画 指標（抜粋）】 

 
めざすまちの姿１ みんなで防火に取り組むまち 
 施策１ 住宅における防火対策の推進                  【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
  取組事業１ 高齢者に向けた防火啓発 講座を実施した団体数 60 団体(12 地区)  

取組事業２ 福祉事業所と連携した防火指導 福祉事業所と連携した地区数（中学校区） 28 地区 
 施策２ 事業所における防火対策の推進                 【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 消防法令違反への対策強化 防火対象物:特定違反対象物数、危険物施設:違反施設数 特定違反対象物数:↓、違反施設数:↓ 

取組事業２ 消防用設備等の適正管理指導 消防用設備等点検結果報告率 72.5％ 
 施策３ 防火防災教育の充実                      【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ こどもに向けた防火防災教育の充実 市内小学校（75 校）で防火防災教育を実施した校数 75 校 
取組事業２ 防災学習センターを拠点とした防火防災啓発 市内在住、在勤又は在学する市民の利用者数 13,500 人（各年度） 

めざすまちの姿２ みんなで命を救えるまち 
 施策１ 救命体制の充実強化                      【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 事業所等における応急手当普及員の養成 応急手当普及員が講習を実施している事業所の数 71 事業所 
取組事業２ 複数の救急救命士による活動の高度化 運用救急救命士数 145 人 

 施策２ 救急需要増加への対策                     【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 救急業務体制の整備 救急隊数 19 隊 
取組事業２ 多機関との連携体制の充実 連携すべき事案への対応率 100％（各年度） 
取組事業３ 救急車の適時・適切な利用の推進 豊田市の救急情勢に関する理解度 50％ 

めざすまちの姿３ 地域防災力を育むまち 
 施策１ 消防団員の確保                        【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 女性団員の活躍推進 女性団員の割合 5.0％ 
取組事業２ 機能別団員制度の拡充 機能別団員制度を新たに導入した団体数 ３団体 

 施策２ 消防団を取り巻く活動環境の整備                【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 消防団施設・車両の整備 計画に基づく①消防団施設の整備数及び②消防団車両の整備数 ①9 施設 ②41 台 
取組事業２ やりがいと魅力ある消防団活動の推進 やりがいを持って活動をしている消防団員の割合 50％ 

 施策３ 消防団の災害対応力の強化                   【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 消防団活動に必要な知識・技術の習得 消防団員の活動方法をマニュアル化した数 5 項目 
取組事業２ 消防団を主体とした地域連携の強化 消防団が指導した自治区の割合 50％ 

めざすまちの姿４ あらゆる災害に備えるまち 
 施策１ 多様な災害への対応力強化                   【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 特定任務業務の再構築 新たな体制での特定任務運用 運用開始 
取組事業２ 火災対応の維持強化 特別消防救助隊の設置 1 隊 
取組事業３ 指揮運用体制の強化 指揮調査業務体制の改変 指揮隊４隊 調査隊１隊 

 施策２ 大規模災害への対策強化                    【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 被災から受援までの体制強化 新たな受援体制に基づく訓練の実施率 100％（各年度） 
取組事業２ 土砂・風水害への対策強化 土砂・風水害対応訓練の実施 4 回（各年度） 

 施策３ 消防機械・水利の整備                     【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 消防用資機材の整備 重点消防機械の整備 ２以上 
取組事業２ 防火水槽の最適化 防火水槽の地震対策 13 基（各年度） 

めざすまちの姿５ 充実した消防組織が守るまち 
 施策１ 高度で質の高い人材育成                    【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 

取組事業１ 新たな研修計画の策定 新たな消防職員研修計画の策定 消防職員研修計画策定 
取組事業２ 高齢期職員の能力活用 高齢期職員研修計画の策定 高齢期職員研修計画の策定 

 施策２ 多様で柔軟な働き方の推進                   【成果指標】           【2029 年度までの目標値】 
取組事業１ 女性消防職員の活躍推進 女性消防職員の割合 5.0％ 
取組事業２ 働きやすい職場の確立 男性消防職員の育児休業取得率 85％ 
取組事業３ 事業事務の最適化 適正化のために見直した事業事務の数 5 件 

 



財   務 

６２ 

一般会計予算と消防予算の推移               
(千円) 

       区分 
年度  一般会計予算〈当初〉 消 防 予 算〈当初〉 比   率（％） 

令和３年度 179，800，000 7，093，515 3．95 
令和４年度 180，100，000 7，099，583 3．94 
令和５年度 188，300，000 7，151，362 3．80 
令和６年度 195，426，534 8，646，641 4．42 
令和７年度 219，700，000 12，027，091※ 5．47 

※消防指令システムの更新（37.5 億円）を含む 
歳入当初予算額（消防本部）の推移                

(千円) 
年度 

区分   
令和 

３年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

6 年度 
令和 

７年度 
使 用 料 及 び 手 数 料 16,063 17,202 15,406 15,072 20,648 
国 庫 支 出 金 65,958 78,168 27,959 83,763 129,997 
県 支 出 金 7,072 7,221 7,249 8,778 39 
財  産  収  入  370 520 3,860 6,360 2,000 
諸 収 入 59,347 60,737 49,279 54,266 21,273 
合     計 148,810 163,848 103,753 168,239 173,957 
 
歳出当初予算額（消防費）の推移                     

(千円) 
年度 

区分 
令和 

３年度 
令和 

４年度 
令和 

５年度 
令和 

6 年度 
令和 

７年度 
消   防   費 7,093,515 7,099,583 7,151,362 8,646,641 12,027,091 

目 

常 備 消 防 費 5,617,721 5,452,425 5,627,163 5,727,235 6,188,543 

非 常 備 消 防 費 393,592 427,488 505,949 609,161 590,563 

消 防 施 設 費 300,037 529,927 330,459 270,236 4,460,934 

水 防 費 4,970 19,470 8,799 3,504 3,700 

災 害 対 策 費 777,195 670,273 678,992 2,036,505 783,351 
 
人口・世帯当たりの消防予算の推移 

区分 
 
 
年度 

消 防 費  
(千円) 

人口１人当たり １世帯当たり 

人 口  １人当たり 
(円) 世 帯 数 １世帯当たり 

(円) 

令和３年度 7,093,515 421,280 16,838 183,167 38,727 
令和４年度 7,099,583 418,284 16,973 183,262 38,740 
令和５年度 7,151,362 416,747 17,160 184,884 38,680 
令和 6 年度 8,646,641 415,853 20,792 187,545 46,104 
令和７年度 12,027,091 415,138 28,971 190,271 63,210 

＊人口及び世帯数は４月１日の数値  



 

６３ 

人   事   

消防職員の年齢 
令和７年４月１日現在   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
＊市⾧部局からの出向職員（３人）、再任用職員（消防司令５人、消防司令補１４人及び消
防士⾧８人）を含む。 
＊市⾧部局への出向職員（９人）を含まない。 

541 1 8 36 69 118 134 102 73
18 歳 2 2
19 歳 2 2
20 歳 3 3
21 歳 2 2
22 歳 16 16
23 歳 17 17
24 歳 10 10
25 歳 19 19
26 歳 14 12 2
27 歳 27 27
28 歳 20 20
29 歳 17 17
30 歳 16 16
31 歳 31 25 6
32 歳 20 19 1
33 歳 22 19 3
34 歳 19 19
35 歳 15 3 12
36 歳 17 7 10
37 歳 14 6 8
38 歳 17 12 5
39 歳 9 9
40 歳 10 9 1
41 歳 6 2 3 1
42 歳 9 2 6 1
43 歳 10 1 9
44 歳 9 4 5
45 歳 11 5 4 2
46 歳 15 5 8 2
47 歳 14 1 4 7 2
48 歳 12 8 4
49 歳 18 6 6 5 1
50 歳 12 6 3 2 1
51 歳 12 5 6 1
52 歳 9 4 4 1
53 歳 9 1 2 3 3
54 歳 4 2 2
55 歳 3 1 2
56 歳 2 2
57 歳 3 1 1 1
58 歳 7 1 3 3
59 歳 6 3 1 2
60 歳 4 4
61 歳 7 7
62 歳 7 1 2 4
63 歳 6 3 2 1
64 歳 7 1 3 3

消防士消防監
消　防
司令⾧

消　防
司令補

消　防
士　⾧

消　防
副士⾧

消　防
司　令

　　　   階
級　　　　年
齢合　計

合 計 消　防
正　監



 

 ６４

人   事 

消防職員の勤務年数 
令和 7 年４月１日現在  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
＊市⾧部局からの出向職員（３人）、再任用職員（消防司令５人、消防司令補１４人及び消
防士⾧８人）を含む。 
＊市⾧部局への出向職員（９人）を含まない。 
 

       階級
年数

合計
消　防
正　監

消防監
消　防
司令⾧

消　防
司　令

消　防
司令補

消　防
士　⾧

消　防
副士⾧

消防士

合計 541 1 8 36 69 118 134 102 73

1年未満 19 19
1年 18 18
2年 14 14
3年 15 15
4年 14 12 2
5年 21 20 1
6年 20 18 2
7年 20 18 2
8年 18 18
9年 25 21 4
10年 18 14 4
11年 22 18 4
12年 20 16 4
13年 19 5 14
14年 16 8 8
15年 18 6 12
16年 18 11 7
17年 11 6 5
18年 6 4 2
19年 7 3 4
20年 9 1 6 2
21年 6 2 4
22年 13 1 6 6
23年 12 1 4 7
24年 12 5 2 3 2
25年 8 3 5
26年 5 2 2 1
27年 11 3 3 3 2
28年 15 6 6 2 1
29年 17 4 7 5 1
30年 15 3 7 5
31年 7 2 1 4
32年 7 1 2 3 1
33年 6 1 2 1 2
34年 7 1 1 5
35年 5 2 3
36年 2 1 1
37年 1 1
38年 4 3 1
39年 3 1 2
40年 6 2 3 1
41年 7 2 1 3 1
42年 3 2 1
43年 8 6 2
44年 5 2 3
45年 5 2 2 1
46年 3 1 1 1



 

６５ 

人   事   

消防職員の採用状況 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
＊消防吏員数は、各年度とも４月１日の数（市⾧部局への出向職員を含まない。） 
＊平成１６年以前の消防吏員数は、合併前の豊田市の吏員数を表す。 

消防職員の資格等取得保有状況 

令和７年４月１日現在
 

昭和３９年 36 15 昭和６０年 279 4 平成１８年 429 7
昭和４０年 55 6 昭和６１年 280 3 平成１９年 435 8
昭和４１年 64 10 昭和６２年 282 3 平成２０年 438 13
昭和４２年 69 6 昭和６３年 282 3 平成２１年 447 18
昭和４３年 78 9 平成 元 年 283 3 平成２２年 454 20
昭和４４年 91 14 平成 ２ 年 288 5 平成２３年 461 20
昭和４５年 102 13 平成 ３ 年 293 6 平成２４年 471 24
昭和４６年 116 17 平成 ４ 年 295 3 平成２５年 477 25
昭和４７年 123 8 平成 ５ 年 296 3 平成２６年 486 25
昭和４８年 141 21 平成 ６ 年 299 5 平成２７年 495 23
昭和４９年 169 30 平成 ７ 年 307 13 平成２８年 495 25
昭和５０年 188 20 平成 ８ 年 317 13 平成２９年 501 22
昭和５１年 209 22 平成 ９ 年 322 11 平成３０年 511 24
昭和５２年 224 18 平成１０年 323 7 令和元年 515 25
昭和５３年 233 11 平成１１年 327 6 令和２年 525 23
昭和５４年 249 17 平成１２年 329 8 令和３年 530 15
昭和５５年 260 13 平成１３年 332 12 令和４年 536 16
昭和５６年 266 7 平成１４年 337 11 令和５年 536 14
昭和５７年 273 8 平成１５年 344 12 令和６年 539 17
昭和５８年 273 1 平成１６年 349 6 令和7年 541 19
昭和５９年 277 5 平成１７年 426 12

消 防
吏 員 数

採用
人数

 区  分   区  分 
消 防
吏 員 数

採用
人数

 区  分 
消 防
吏 員 数

採用
人数

資 格 ・ 免 許 等 保有者数 資 格 ・ 免 許 等 保有者数

衛 生 管 理 者 41 小 型 移 動 式 ク レ ー ン 運 転 264

潜 水 士 223 特別管理産業廃棄物管理責任者 11

小 型 船 舶 操 縦 士 194 予 防 技 術 資 格 者 41

陸 上 特 殊 無 線 技 士 481 救 急 救 命 士 155

酸 素 欠 乏 ・ 硫 化 水 素
危 険 作 業 主 任 者

129
救 急 資 格 者
（ 救 急 救 命 士 を 含 ま な い ）

339

ガ ス 溶 接 109



人   事 

 
６６ 

研修実施状況  
■業務別研修 
 
 分類・種別 研修名 人数 

消防大学校 

（4） 

救急科第 86 期 1 
指揮隊⾧コース第 29 回 1 
NBC コース第 14 回 1 
査察業務マネジメントコース第 8 回 1 

愛知県 

消防学校 

（51) 

初任科第１１８期 8 
初任科第１１９期 10 
警防科第７３期 3 
危険物科第６６期 2 
救急科第１３７期 4 
救急科第１３８期 3 
救急科第１３９期 4 
救助科第５３期 2 
中級幹部科第７３期 4 
はしご自動車等運用科第３９期 2 
はしご自動車等運用科第４０期 1 
地震防災科第１９期 4 
指揮隊科第１３期 3 
外傷・災害対応講習 B 第４２期 1 

救急救命士 
養成研修 

(7) 

指導救命士養成研修 1 
救急救命東京研修所 4 
大阪市消防局高度専門教育訓練センター救急救命士養成課程 2 

 

資格取得 

研修 

(42) 

第二級陸上特殊無線技士養成講習会 1 
二級小型船舶操縦士免許取得講習 4 
二級小型船舶操縦士免許更新（失効）講習 13 
特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 1 
小型移動式クレーン運転技能講習会 4 
危険物取扱者保安講習会 1 
酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習会 4 
潜水士資格取得 4 
予防技術検定 4 
大型特殊自動車免許取得講習 6 

一般研修 
(761) 

総括 
(3) 

消防職員の惨事ストレス初級研修 1 
ハラスメント相談窓口担当者研修 1 
消防職員安全衛生管理研修会 1 

運転技術 
（11） 

1 年目機関員養成講習 11 

予防・調査 
（7） 

調査技術会議 1 
火災調査研究発表会 1 
火災調査担当者会議 1 
火災科学セミナー 1 
消防機関事故原因究明技術研修会 1 
違反是正事例発表会（全国消防⾧会東海支部） 1 
防災啓発中央研修講演会 1 

    
    
    
    
    
                            



人   事 

 ６７

分類・種別 研修名 人数 

一般研修 
(761) 

救急 
(712) 

救急救命士就業前教育病院実習（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 9 
救急救命士再教育病院実習(豊田厚生病院・トヨタ記念病院・足助病院) 479 
救急生涯教育病院実習（豊田厚生病院・トヨタ記念病院） 41 
救急救命士再教育講習（気管挿管再教育含む） 117 
西三河地区メディカルコントロール協議会包括プロトコール運用教育
講習 

9 
西三河地区メディカルコントロール協議会薬剤投与プロトコール運用
試験 

9 
西三河地区メディカルコントロール協議会気管挿管プロトコール運用
試験 

3 
西三河地区メディカルコントロール協議会ビデオ喉頭鏡気管挿管運用
試験 

1 
3 西三河地区メディカルコントロール協議会処置範囲拡大プロトコール

運用試験 
7 

救急業務教育指導者試験 4 
救急業務教育指導者講習 4 
愛知県検証担当官等講習 9 
日本臨床救急医学会総会・学術集会 1 
第３３回全国救急隊員シンポジウム 1 
ＭＣＬＳ講習会 4 

 応急手当指導員講習 14 
 

 
 

警防・救助 
（28） 

海上災害防止センター CFBT コース 4 
水難救助講習会 4 
陸上自衛隊化学学校委託教育訓練（選考漏れ） - 
全国山岳遭難対策協議会 
 

1 
山岳遭難救助研修会 
 

1 
全国消防救助シンポジウム 16 
全国消防技術者会議 1 
ＮＢＣ災害担当消防職員等に対する教養研修 1 

合 計 865 
 

■階層別研修、専門研修及び職場研修 
分類・種 

別 
研修名 人数 

階層別研修 
(214) 

新規採用職員研修 18 
 若手職員育成研修 64 

若手職員育成研修指導者研修 17 
消防副士⾧研修（E ラーニング） 22 
消防士⾧研修（E ラーニング） 19 
小隊⾧研修 17 
新任担当⾧研修 13 
新任管理者研修 16 
ハラスメント研修 
 

28 

専門研修 
(406) 

消防活動研修 239 
 指揮隊研修 9 

予防査察研修 52 
 緊急消防援助隊の指揮要領に関する研修 50 

指令業務研修（E ラーニング）※行政職 1 年目研修除く 30 
 指令課職員教育実施要綱に基づく教育 26 
 

職場研修 
（1,693） 

足助署 408 
北署 383 
中署 353 
南署 549 

合 計 2,313 
  

 



人   事 

 

 
６８

■職員研修 

分類・種別 研修名 人数 
集合研修 
（333） 

一般研修 221 
特別研修 112 

派遣研修 
（42） 

市町村アカデミー 4 
国際アカデミー 3 
愛知県市町村振興協会研修センター 3 
自己啓発事業（自主学習援助事業） 32 

合 計 375 
 
研修実施状況（消防大学校・救急救命士養成所・愛知県消防学校） 

（人） 

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

1 1 1
1

1
1

1 1
1

1 1 1 1 1
1

1 1

1 1 1
1

 6 6 6 6 6
24 15 16 14 18

4 3 4 3

4 4

2 2

1 1

16 26 11 10 11

4 3 4 2

4

4 4

4

1

3 3 3 3

4 4 4 4 4

4 3 4 3

5 1

初 級 幹 部 科
中 級 幹 部 科

外 傷 ・ 災 害 対 応 講 習

水 難 救 助 科
は し ご 自 動 車 等 運 用 科
地 震 防 災 科
指 揮 隊 科

危 険 物 科
火 災 調 査 科
救 急 科
救 助 科

指 揮 隊 ⾧ コ ー ス

危 機 管 理 ・ 国 民 保 護 コ ー ス

特別講習会及び消防大学校フォーラム

初 任 科
救 急 救 命 士

区 分
                  年度
研修名

上 級 幹 部 科
幹 部 科

高 度 救 助 ・ 特 別 高 度 救 助 コ ー ス

警 防 科
救 助 科
救 急 科

危 険 物 科
火 災 調 査 科

愛
知
県
消
防
学
校

消
防
大
学
校

派
遣
研
修

査 察 業 務 マ ネ ジ メ ン ト コ ー ス

予 防 査 察 科

Ｎ Ｂ Ｃ コ ー ス

消 防 団 活 性 化 推 進 コ ー ス

予 防 科

上 級 幹 部 科

警 防 科





  

 

  

      

 
    

           

 

              

       

       

       

      

 

           

 

       

       

      

       

 

       

       

      

       

 
      

      

 
 

 
      

      

 
      

      

 
        

       

       

     

 

 

 
 
 



 

   

      

 

 
 
       

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        



  

 

  

      

 

   
     

       
        

        
        
        
        
        
        
        
        

 
     

   
         

       
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

        



 

   

      

 
       

       

       
       

       

       

       

       

       

       
 

 
       

       
       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

 



  

 

  

      

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
     

 

        

                

 
 

 
 

 
 

 

               

 

               

               

               

 

               

                

 
 

               

                

               

               

 
 

               

 
 

              

               

               

               

               



 

   

      

 

  

               

                 

               

                

                

                

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               



  

 

  

      

  

 

 

 

   

      

 

      

      

         

 
             

 
                  

      

 

      

 
 

     

     
 

     

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
     

 
   

     

 

      

 
     

 
 

     

 

      

 
 

     

 

      

 
 

     

 

      

 
      



 

  ７７

火   災   

主な火災の概要 

 月 日 時 分 覚知方法 
火災 

種別 
出火場所 用 途 焼損程度 死

者 

負
傷
者 

1 1 21 21 30 専用電話（携帯電話） 建物 押山町 その他の建

築物の名目 全焼 1  

2 2 24 15 10 専用電話（携帯電話） 建物 市木町 住宅 半焼   

3 5 9 10 27 専用電話（携帯電話） 建物 平井町 住宅 部分焼   

4 6 12 8 21 専用電話（ＩＰ電話） 建物 宮上町 住宅 半焼   

5 9 15 17 12 専用電話（ＩＰ電話） 建物 駒場町 住宅 半焼 1  

6 10 11 14 13 専用電話（携帯電話） 建物 石野町 住宅 部分焼  2 

7 10 24 不明 不明 加入電話（固定電話） 建物 
二タ宮

町 
住宅 全焼 1  

8 11 13 11 35 専用電話（携帯電話） 建物 
トヨタ

町 
実験室 部分焼   

9 11 21 2 48 専用電話（携帯電話） 建物 丸山町 住宅 全焼 1  

10 12 30 16 19 加入電話（固定電話） 車両 猿投町     

 
＊次のいずれかに該当するものを掲載 
  １ 死者１人以上又は負傷者２人以上 
  ２ 損害額１０，０００千円以上 
  ３ 焼損面積２００㎡以上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

 

 ７８

火   災   

高速道路火災出動状況の推移   
発生場所 合 計 豊 田 市 岡 崎 市 刈 谷 市 豊 明 市 み よ し 市 

種別 
 
 
年 

合

計 

車

両 

そ
の
他 

小

計 

車

両 

そ
の
他 

小

計 

車

両 

そ
の
他 

小

計 

車

両 

そ
の
他 

小

計 

車

両 

そ
の
他 

小

計 

車

両 

そ
の
他 

令和２年 ７ 5 ２ ４ ４  ２ １ １       １  １ 
令和３年 ３ ３  ３ ３              
令和４年 3 3  ２ ２              
令和５年 ９ ８ １ ６ ６  ２ ２        １  １ 
令和６年 ２ ２  １ １  １ １           

＊新東名高速道路、東名高速道路、伊勢湾岸自動車道及び東海環状自動車道に出動した件数 

 
その他の出動状況（警戒・探索・その他）      
 

 

（件） 

合  計 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

4,280 442 292 336 295 336 348 397 389 316 329 371 429

小       計 1,112 119 72 73 78 110 95 94 97 88 86 84 116

北 消 防 署 546 57 32 39 38 63 41 44 45 50 37 42 58

藤岡小原分署 268 31 21 14 21 17 28 22 25 14 25 18 32

保 見 出 張 所 220 22 16 18 14 24 16 20 18 19 16 20 17

力 石 出 張 所 78 9 3 2 5 6 10 8 9 5 8 4 9

小       計 1,445 132 93 118 99 97 129 144 149 98 115 124 147

中 消 防 署 659 62 41 52 45 41 59 58 73 42 59 56 71

東 分 署 360 31 25 29 23 27 30 45 37 22 23 34 34

逢 妻 分 署 241 19 17 24 17 17 26 23 23 18 16 16 25

松 平 出 張 所 185 20 10 13 14 12 14 18 16 16 17 18 17

小       計 1,419 157 112 125 93 97 100 128 122 105 104 141 135

南 消 防 署 480 53 39 47 32 25 30 44 45 30 31 56 48

西 分 署 411 46 39 33 30 34 25 31 26 35 34 41 37

末 野 原 分 署 319 37 23 28 18 24 27 32 32 19 19 26 34

高 岡 出 張 所 209 21 11 17 13 14 18 21 19 21 20 18 16

小       計 304 34 15 20 25 32 24 31 21 25 24 22 31

足 助 消 防 署 142 14 8 5 14 15 12 11 9 12 12 15 15

旭 出 張 所 49 3 3 6 4 6 4 2 6 5 4 2 4

稲 武 出 張 所 54 9 3 1 3 2 6 6 5 4 4 4 7

下 山 出 張 所 59 8 1 8 4 9 2 12 1 4 4 1 5

南
消
防
署

足
助
消
防
署

          月
 署所

合                 計

北
消
防
署

中
消
防
署

（件） 



    

 

 

                                         
                        
                          
                          
                          
                          
                            
                           
                          
                          
                           
                           
                           

 

                                         

                            
                          
                            
                            
                          
                             
                             

 

                                         
                 
                 
                

                       
                           
                           
                            
                            
                            
                          
                       
                       

 

 

 



    

  

                                   

 
 

 
 

 
 

                                         

                           

                   

                  

                 

                            

                

                         

                             

                 

                            

                         

                         

                      

                

              

              

              

       
 

 

 

     

                                          

                                        

                                           

                                          

                                          

 

 



    

  

 

                            

                         

             

                    

                   
 

 

 

 

     

     

              

           

            

        

                 

              

                     

                 

                       

                  

                        

                  

                       

                      

                       

                     

                                 

                              

                                              

     

     

      

     

  

   

   

   

     

     

 

 

 



    

  

 

  
     
     

   

     
  

      
           
             

              
   

        
             
                  

                   
          

                 
                        
                            

                             
            

                    
                       
                            

                                

              
                         
                             

                                

                                        

 
 

 
 

 
 

 

 



    

 

 

 

          

                      

                           

                                     

     

                                          

          

                        

             

                         

          

                      

                           

                                         

              

                                            

                                            

 

 



    

 

 

 

  

                 

               

               

               

                         

                    

                            

                    

                              
 

                                                              
 

 

 

                 

                

                  

                 

                  
 

 



 

８５ 

救   助 

救助出動状況 

出 動 件 数 314 8 54 8 6 86 6 146

活 動 件 数 183 8 33 7 4 59 6 66

救 助 人 員 166 4 37 24 3 43 5 50

出 動 隊 数 1,372 83 258 69 25 353 24 560

出 動 人 員 4,525 263 863 202 85 1,195 81 1,836

出 動 件 数 304 8 47 7 6 86 6 144

活 動 件 数 175 8 27 7 4 59 6 64

救 助 人 員 156 4 29 24 3 43 5 48

出 動 隊 数 1,309 83 216 59 25 353 24 549

出 動 人 員 4,313 263 720 174 85 1,195 81 1,795

出 動 件 数 9 7 2

活 動 件 数 8 6 2

救 助 人 員 10 8 2

出 動 隊 数 53 42 11

出 動 人 員 184 143 41

出 動 件 数 1 1

活 動 件 数

救 助 人 員

出 動 隊 数 10 10

出 動 人 員 28 28

※水難救助の管外は、岡崎市

交

通

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

そ
の
他

水

難

自

然

機

械

自

動

車

専

用

道

路

等

建

物

火

災

管

 
 
 
外

豊

田

市

合

計

合

 
 
　
計

 
               種  別
 
 地  域

 



 

 ８６

救   助 

月別救助出動状況 

合 　 計 314 183 166 8 54 8 0 6 86 6 0 146

 1  月 27 12 11 3 1 4 19

 2  月 23 13 10 2 1 8 12

 3  月 29 17 29 2 3 1 6 17

 4  月 20 10 7 5 1 8 6

 5  月 24 16 12 4 1 7 2 10

 6  月 27 11 9 3 1 5 1 17

 7  月 33 22 18 6 1 2 11 13

 8  月 30 18 15 9 2 6 13

 9  月 20 14 13 1 3 1 7 1 7

10　月 22 18 16 4 6 1 4 2 5

11　月 27 15 13 1 4 1 9 12

12　月 32 17 13 6 11 15

破
　
　
裂

交
 
　
通

 
        種別

   月

出
動
件
数

活
動
件
数

救
助
人
員

出動件数内訳

そ

の

他

水
 
　
難

自
　
 

然

火
 
 

災

機
　
 

械

建
　
 

物

ガ
ス
・
酸
欠

 
 

救助出動状況の推移 

155 233 130 122 134 166

307 302 267 267 311 314

建  　物 4 6 4 8 7 8

建物以外

71 67 54 50 60 54

10 7 5 8 3 8

1 2 2

9 8 10 6 3 6

67 72 73 45 92 86

2 5 10 3 3 6

1
142 135 111 157 141 146そ の 他

機 械

建 物

ガ ス ・ 酸 欠

 火   災

交 通

水 難

自 然

令和６年

合 計

救 助 人 員

             　         年
    種別

令和５年

破 裂

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

 



 

 ８７

火 災・救 急・救 助 

火災・救急・救助件数暦年表 

昭和３１年 10 平成 ２ 年 201 6,095 140
昭和３２年 22 平成 ３ 年 208 6,252 151
昭和３３年 29 平成 ４ 年 216 6,301 131
昭和３４年 39 平成 ５ 年 212 6,318 158
昭和３５年 36 平成 ６ 年 256 6,873 177
昭和３６年 53 平成 ７ 年 259 7,367 206
昭和３７年 59 平成 ８ 年 251 7,950 187
昭和３８年 70 74 平成 ９ 年 243 8,581 198
昭和３９年 89 329 平成１０年 193 9,036 191
昭和４０年 95 425 平成１１年 185 9,580 210
昭和４１年 67 589 平成１２年 219 10,496 194
昭和４２年 130 957 平成１３年 255 11,363 219
昭和４３年 143 1,139 平成１４年 253 11,756 215
昭和４４年 174 1,524 平成１５年 211 12,682 228
昭和４５年 240 1,776 平成１６年 230 13,868 237
昭和４６年 278 1,878 平成１７年 268 15,962 245
昭和４７年 223 1,912 平成１８年 220 15,352 271
昭和４８年 303 2,170 3 平成１９年 198 15,588 236
昭和４９年 279 2,234 10 平成２０年 202 15,152 233
昭和５０年 255 2,051 31 平成２１年 229 14,343 219
昭和５１年 254 2,219 60 平成２２年 175 15,621 235
昭和５２年 259 2,665 56 平成２３年 205 16,134 239
昭和５３年 292 2,981 65 平成２４年 162 16,914 266
昭和５４年 199 3,284 51 平成２５年 231 17,246 310
昭和５５年 221 3,657 65 平成２６年 194 17,027 319
昭和５６年 235 3,941 58 平成２７年 152 17,666 292
昭和５７年 275 4,333 68 平成２８年 131 18,041 292
昭和５８年 244 4,428 83 平成２９年 132 18,213 339
昭和５９年 291 4,528 82 平成３０年 130 19,262 279
昭和６０年 250 4,771 81 令和元年 137 19,162 307
昭和６１年 302 4,785 116 令和２年 118 16,721 302
昭和６２年 265 5,069 119 令和３年 113 17,403 267
昭和６３年 230 5,414 140 令和４年 107 20,893 277
平成元年 259 5,761 144 令和５年 139 21,722 311

令和６年 139 21,629 314

火災
          種別
 年

火災 救急 救助救助救急
          種別
 年

＊昭和３１年 ４月 挙母市消防本部・署設置  ＊昭和４２年 ４月 猿投町合併 

＊昭和３１年 ７月 消防業務開始     ＊昭和４５年 ４月 松平町合併 

＊昭和３１年 ９月 高橋村合併       ＊昭和４６年１１月 救助工作車運用開始 

＊昭和３８年 ９月 救急業務開始     ＊平成 ４年１０月 高規格救急車運用開始 

＊昭和３９年 ３月 上郷町合併       ＊平成 ８年  ４月 藤岡町・小原村消防事務受託業務開始 

＊昭和４０年 ９月 高岡町合併       ＊平成１７年 ４月 豊田市、藤岡町、小原村、足助町、下山村、旭町、稲武町合併 

（件） 



    

 

 

 
 

  

                                          

    

                  

     

         

     

      

                   

                       

            

                           

               

                

                 

          

                

          

     

       

                  

                           

                    

  

                             

                              

                           

                        

          

     

  

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 



    

 

   

 
 

                

                                

      

                

  

          

  

    

              

                  

            

                            

                

             

                

            

                   

           

     

         

                

                        

                 

    

                    

                          

                    

                  

       

      

  

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  



    

 

 

 
  

          
  

                                      

  

      

  

   

  

  

     

       

           

                                  

          

      

     

  

              

    

  

    

       

               

          

         

                     

                     

                     

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 



    

 

   

                        

                                            

                                 

           

  
   

    

  

   

   

   

   

  
   

    

       

  
   

     

  

     

     

    

    

      

     

  
   

   

      

       

   
     

   

   
    

   

        

        

   
    

    

       

       

      

      

      

      

         

       

 
  



    

 

 

                  
       

   
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
      

 
 

 
 

                                       

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                                 

                                 

                                          

                                     

                                    

                                    

                                    

                                  

               
                 

       
                 

 
        

  
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

   

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

                         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                    

                       

                                

                                

                               

                               

                              

               
             

               
             

       
             

 

 



消 防 団 

９３

消防団員職務報酬 

支 給 対 象 者  支 給 単 位  階 級  金 額 （ 円 ）  

基 本 団 員  年 額  

 団  ⾧   136， 500 
副 団 ⾧  86， 500 
分 団 ⾧  62， 500 
部  ⾧  40， 500 
班  ⾧  37， 000 
団  員  36， 500 

学 生 機 能 別 団 員  年 額  団  員  5, 000 
＊「学生機能別団員」とは機能別団員のうち、大学生等で構成された団員 

消防団員出動報酬 
支 給 対 象 者  支 給 単 位  種 別  出 動 時 間 の 区 分  金 額 （ 円 ）  

基 本 団 員  
機 能 別 団 員  

1 回  
災 害 ・ 警 戒

出 動  

1 時 間 以 下  2， 000 
1 時 間 を 超 え 3 時 間 以 下  4， 000 
3 時 間 を 超 え 5 時 間 以 下  6， 000 
5 時 間 を 超 え ７ 時 間 以 下  8， 000 

訓 練 等 出 動  一 律  3， 000 
＊「機能別団員」とは入団時に定めた特定の任務に限り従事する団員 
＊「災害・警戒出動」とは火災等の災害が発生又は発生するおそれのある場合の出動 
＊「訓練等出動」とは、消防署との合同訓練や出初式等の行事に参加する場合の出動 

消防団員費用弁償 
支 給 対 象 者  区 分  金 額  

基 本 団 員  
災 害 支 援  
機 能 別 団 員  
特 命 任 務  
機 能 別 団 員  

災 害・警 戒 出 動 又 は 訓 練
等 出 動 の 際 に 自 家 用 車
を 使 用 し た 場 合  

１ 回 当 た り ３ ０ ０ 円  

上 記 以 外 の 場 合  豊 田 市 職 員 旅 費 条 例 （ 昭 和 41 年
条 例 第 1 号 ）別 表 第 2 号 に 規 定 す
る 支 給 対 象 者 の 旅 費 相 当 額  学 生 機 能 別 団 員  一 律  

消防団員退職報償金                     （円） 

階 級 
勤  務  年  数 

5 年以上 10 年以上 15 年以上 20 年以上 25 年以上 30 年以上 35 年以上 
10 年未満 15 年未満 20 年未満 25 年未満 30 年未満 35 年未満  

団 ⾧ 239,000 344,000 459,000 594,000 779,000 979,000 1,079,000 
副団⾧ 229,000 329,000 429,000 534,000 709,000 909,000 1,009,000 
分団⾧ 219,000 318,000 413,000 513,000 659,000 849,000 949,000 
部 ⾧ 
班 ⾧ 

204,000 283,000 358,000 438,000 564,000 734,000 834,000 

団 員 200,000 264,000 334,000 409,000 519,000 689,000 789,000 



消 防 団 
 

９４

 



消 防 団 

９５ 

 

  



そ の 他 

９６ 

出動基準                            （隊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出動
区分

ポンプ車
救  助
工作車

救急車
指揮隊

車
はしご車 化学車 水槽車

資機材
搬送車

支援車 ドローン

１次 2 1
２次 1
３次
１次 4 1 1 2 1
２次 2
３次 2
１次 4 1 1 2 1
２次 2 1 1
３次 2
２次 5 1 1 2 1 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1 1
２次 2 1 1
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 3 1 1 2 1 1 1
２次 2
３次 2
１次 2 1 1 2 1 1 1 1
２次 2 1
３次 2
１次 3 1 1 1
２次 2 1
３次 2
１次 2 1 1
２次 2
３次 2
１次 2 1 2 2 1
２次 1 1 2 1
３次 2
１次 1 1 2 2 1 1
２次 1 1
３次 2
１次 2 1 1 1
２次 2 1
３次 2
１次 2 1
２次 1 1

事 後 聞 知 １次 1 1

ト ン ネ ル

中 高 層
危 険 物

そ の 他

地 下
中 高 層
危 険 物

地 下
中 高 層
建 物

地 下

車 両

航 空 機

出 動 種 別

火
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
災

小 規 模

一般建物

指定建物

危 険 物

林 野

鉄 道

中 高 層
建 物

船 舶



 

９７ 
 

そ の 他 

（隊） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊（1）はどちらか 1 隊 

出動
区分

ポンプ車
救  助
工作車

救急車
指揮隊

車
はしご車 化学車 水槽車

資機材
搬送車

支援車 ドローン

１次 1
２次 1 1
３次
１次 1
２次 1 1 1
３次
１次 1
２次 1
３次
１次 1
２次 1 1
３次
１次 1
２次 1
３次
１次 1
２次
３次
１次 1 1
２次
３次
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 2 1 1 2 1 1
２次 2 1 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 2 1 2 2
２次 1 1 2 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 1 1 1 1 1
２次 1 1
３次 1
１次 1 1 1 1
２次 1
３次 1
１次 3 1 1 2 1
２次 2 1
３次 1
１次 2 1 1 1
２次 1 1 1
３次 1
１次 (1) (1) 3 1
２次 1
３次 1

救 急 支 援 １次 (1) (1) 1
搬 送 支 援 １次 (1) (1) 1

１次 2 1 4 2 1 1
２次 1 1 3
３次 1 2

救
 
急

複 数 救 急

一 般

警
　
　
戒

危 険 物

水 位

救
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
助

多 数 傷 病 者
救 急

一 般

水 難

交 通

自 然

山 岳

鉄 道

低 所

高 所

特 殊

出 動 種 別

ガ ス

一 般

探
 
 
索

怪 煙

自 火 報



 
 

９８ 

そ の 他 

消防水利状況 
令和７年４月１日現在 

●消火栓   ５，７３８基 

 
 
 
 
 
■防火水槽  １，９７７基 

 

 

◆指定水利  １５８か所 

 

消火栓 

地区別 

合 計 ５，７３８ 

猿投地区 １，１４９ 

挙母地区 １，６５７ 

高橋地区 ６５０ 

松平地区 ２７７ 

上郷地区 ４５２ 

高岡地区 １，０５６ 

藤岡地区 ４９４ 

下山地区 ３ 

管径別
（㎜） 

合 計 ５，７３８ 
７５未満 ２ 
７５～ 

３００未満 
５，１８１ 

３００以上 ５５５ 

容量別 

合 計 １，９７７ 
40㎥以上 １，７１６ 
40㎥未満 ２６１ 

防火水槽 

地区別 

合 計 １，９７７ 

猿投地区 ３０７ 

挙母地区 ２４７ 

高橋地区 １６６ 

松平地区 １３８ 

上郷地区 ８９ 

高岡地区 ２０６ 

藤岡地区 １１８ 

小原地区 １３６ 

足助地区 ２２２ 

下山地区 ８２ 

旭地区 １４３ 

稲武地区 １２３ 

種類別 

合 計 １５８ 
プール ８６ 

防火水槽 ４２ 
池 ２１ 

消火栓 １ 
その他 ３ 

明治用水 ５ 





 １００



   １０１
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全国統一防火標語（令和７年度） 

急ぐ日も 

   足止め火を止め 

       準備よし 


